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神
埼
市
10
周
年
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a
r
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／
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神
埼
市
職
員
採
用
試
験（
民
間
企
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務
経
験
者
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／
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
お
知
ら
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介
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・
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介
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国
民
年
金
保
険
料
／
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
書
（
案
）
へ

の
意
見
募
集
／
パ
ス
ポ
ー
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手
続
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の
お
知
ら
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／
成
人
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お
知
ら
せ 

�
�
�
�
�
�
�
�
�

11

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
の
お
知
ら
せ
／
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人
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償
却
資
産
の
申
告
／
家
屋
の
取
り
壊
し
・
住
宅
用

地
の
利
用
変
更
届
出
／
地
域
公
共
交
通
の
利
用
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神
埼
ま
ち
あ
る
き　

仁
比
山
水
車
の
写
真
提
供
の

お
願
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／
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
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公
立
保
育
園
臨
時
職
員
募
集
／
ご
み
出
し
の
ル
ー

ル
／
井
戸
水
の
水
質
検
査 
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給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
／
韓
国
霊
岩
郡
か
ら
神
埼

市
を
訪
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物
産
館
情
報
／
水
車
の
里
遊
学
館
ギ
ャ
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ー
／

神
埼
市
消
費
者
相
談
窓
口
よ
り 
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お
む
す
び
チ
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ
／
は
ん
ぎ
ー

ホ
ー
ル
行
事
予
定
／
い
き
い
き
大
学 

�
�
�
�

19

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
イ
ム
／
お
歳
暮
に
菱
焼
酎
と
ひ

し
ぼ
う
ろ
を
／
少
年
野
球
教
室
を
開
催
し
ま
す
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ら
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知
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健
康
コ
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ム
／
子
育
て
支
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セ
ン
タ
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だ
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り
／

消
費
者
セ
ミ
ナ
ー 
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こ
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
／
日
曜
祝
日
在
宅
当
番

医
／
環
境
業
務
の
年
末
年
始
の
お
知
ら
せ 
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進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
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�
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�
�
�
�
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ボ
ー
ク
ー
ル
市
か
ら
の
代
表
団
が
来
訪 
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�
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元
気
か
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ざ
き
市
民
交
流
祭 
�
�
�
�
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�
�
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Ｆ
Ｍ
佐
賀　

Ｍ
Ｙ 

Ｄ
Ｅ
Ａ
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神
埼
／
吉
野
ヶ
里

歴
史
公
園
か
ら 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

34

輝
い
て
い
る
人
／
文
芸
コ
ー
ナ
ー 

�
�
�
�
�

35

あ
つ
ま
れ
！
か
ん
ざ
き
っ
子 

�
�
�
�
�
�
�

36

仁比山小学校６年

羽立　希美さん

作
者
コ
メ
ン
ト

　

私
は
、
習
字
を
１
年
生
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

週
に
一
度
の
練
習
日
に
集
中
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。「
神
埼
」と
い
う
字
は
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

自
分
ら
し
い
字
で
書
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

ピ
ア
ノ
も
同
じ
よ
う
に
１
年
生
か
ら
続
け
て
い

ま
す
。
ピ
ア
ノ
が
上
達
す
る
よ
う
に
日
々
練
習
を

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

12 

月
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（平成28年10月末日現在）

●人　口　32,078人（対前月－11人）

　　　　   （男／ 15,371人　女／ 16,707人）
●世帯数　11,571世帯（対前月＋２世帯）

平日　８：30 ～ 17：15

　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

固定資産税（３期）　　国民健康保険税（７期）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組
　毎月第３・４週
　８：30 ～、12：30 ～、21：30 ～
※番組編成により放送時間が変更になる場合があります。
・「ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　

今
年
も
11
月
15
日
か
ら
23
日
ま
で
の
９
日
間
、

国
の
名
勝
「
九
年
庵
」
が
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
、全
国
か
ら
延
べ
６
６
，０
１
５
人
が
訪
れ
、

紅
く
色
付
い
た
モ
ミ
ジ
と
園
庭
に
広
が
る
緑
の
苔

が
織
り
な
す
風
情
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
例
年
に
な
く
美
し
く
、
毎
日
だ

ん
だ
ん
と
色
づ
い
て
い
く
紅
葉
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

趣
あ
る
別
邸
と
美
し
い
紅
葉
が
、
忙
し
い
日
常

を
忘
れ
さ
せ
、
来
園
者
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

紅
葉
の
様
子
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

今
月
の
表
紙

「
九
年
庵　

秋
の
一
般
公
開
」

 　   　10日（土）

 　   　28日（水）～ 30日（金）

12月 ４日（日）

 　   　18日（日）

ふれあい人権フェスタ2016

消防団年末警戒

神埼市バドミントン大会

プロ野球県人会少年野球教室
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【神埼市】10周年 year を振り返る
 ３月20日で10年を迎え、新たな歴史を刻み始めた神埼市。今年一年は、10周年にちなんだ様々なイベント
や取り組みが行われました。10周年を記念するこの一年を、主な行事とともに振り返ります。

2016年の
主な出来事

 １月

 ３月

 ２月

 ４月

 ５月

 ６月

・菱の皮で特許を取得。
西九州大学で発表会を
開催。

・神埼市新庁舎建設、脊
振町複合施設建設検討
委員会を設置。

・数十年に一度の大雪。
市内も一面雪化粧。

・「MY DEAR 神埼」が
ユーストリーム大賞で
全国２位を受賞。

・神埼市市制施行10周
年記念式典を開催。

・10周年記念のラッピ
ングバスを披露。

・神埼市防衛協会主催で
「ミュージックフェス
ティバルin神埼市」を
開催。

・大御田祭
・みゆき大祭
・平成28年熊本地震に

より市内でも震度５強
を記録。

・チャレンジデー 2016
・神埼市子どもまつり
・新庁舎建設・脊振町複

合施設建設基本構想の
住民説明会を開催。

・チャリティーゴルフ

【１月】
菱の皮で特許を取得！
　西九州大学との連携によ
り、菱の実の外皮に含まれ
る成分にメタボリックシン
ドロームの予防などの作用
が含まれていることを発
見。特許を取得しました。

【４月】
12年に一度の“大御田祭”
　仁比山神社で12年に一
度開催される大御田祭。豊
作を願い、田植え風景を表
現する民俗芸能の「御田舞」

（県重要無形文化財）が奉
納されました。貴重な舞を
観るため、市内外から多く
の人が足を運びました。

【３月】
神埼市市制施行
　10周年記念式典を開催
　３月20日、市制施行10
周年記念式典を開催しまし
た。多くの来場者と10周
年を祝うとともに、今後の
神埼市の発展を祈念しまし
た。会場には、10年の歩
みを振り返る写真などもあ
り、大いに賑わいました。

【４月】
平成28年熊本地震
　市内でも震度５強を観測
　４月16日、熊本地方を
震源とするＭ７. ３の地震
が発生。市内でも震度５強
を観測し、屋根瓦の落下や
道路の亀裂など被害が発生
しました。しばらくは、多
くの方が地震への不安を抱
え過ごしました。

西九州大学での特許取得発表会

多くの人が集まっての10周年記念式典

熊本地震、市内でも被害

迫力ある大御田舞
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 ７月

 ９月

 ８月

 10月

 11月

・長崎街道かんざき宿場
まつり

・参議院議員通常選挙。
選挙権年齢が18歳以
上になって初の選挙。

・神埼市能・狂言フェス
ティバル

・脊振町まるごと大運動
会

・「夏期巡回ラジオ体操・
みんなの体操会」in神
埼市の開催。

・城原川ハンギーまつり
・脊振町わんぱくまつり
・神埼市人権啓発講演会
・市長と語る会スタート

・神埼市・ボークール市
友好姉妹都市提携20
周年、アンドレ・ジャ
ピー氏救出80周年記
念式典の開催。フラン
ス国・ボークール市か
ら代表団が来訪。

・元気かんざき市民交流
祭

・まちづくりシンポジウ
ム

【８月】
夏期巡回ラジオ体操・
　みんなの体操会in神埼市
　神埼市合併10周年記念
として、夏期巡回ラジオ体
操が神埼中央公園グラウン
ドで開催されました。市内
外から約1,400人が参加
し、朝日を浴びながら元気
いっぱいラジオ体操を行い
ました。

【９月】
神埼市能・狂言
　フェスティバルを開催
　全国で佐渡・山口・神埼
の３ヶ所だけに伝承される
鷺流狂言の保存会が一堂に
会し、上演会を行いました。
11年ぶりに神埼に集結し、
それぞれの狂言を披露しま
した。

【11月】
元気かんざき市民交流祭
　合併10周年記念「第10
回元気かんざき市民交流
祭」を開催。今年は、神埼市
中央公民館を中心に開催し、
様々な団体からの催しに加
え、貯金箱づくりなど体験
コーナーもあり、多くの人
で賑わいました。

【８月】
“市長と語る会”スタート！
　松本市長が各地区を訪問
し、合併後10年間の行政
事業報告と意見交換を行う

「市長と語る会」をスター
トさせました。今後も、各
地区をまわり意見交換を行
います。

【10月】
フランス国・ボークール市
　代表団が神埼市来訪
　今年は、友好姉妹都市提
携から20周年、ジャピー
氏救出から80周年という
節目の年にあたり記念式典
を開催しました。
※Ｐ30に関連記事あり。

　合併10周年記念「第10
回元気かんざき市民交流
祭」を開催。今年は、神埼市
中央公民館を中心に開催し、
様々な団体からの催しに加
え、貯金箱づくりなど体験
コーナーもあり、多くの人
で賑わいました。

今年一年、皆さんに
ご協力いただきあ
りがとうございまし
た。来年もよろしく
お願いします。

さわやかに夏期巡回ラジオ体操

神埼市に鷺流狂言が集う

みんなで神埼を盛りあげよう“元気かんざき市民交流会”

活発な意見交換 市長と語る会

ボークール市との絆深まる
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市長の部屋

記
念
式
典
を
終
え
て

～
神
埼
市
・
ボ
ー
ク
ー
ル
市
友
好
姉
妹
都
市
提
携
20
周
年

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ャ
ピ
ー
氏
救
出
80
周
年
～

の
方
々
を
お
招
き
し
て
の
記
念
式
典

を
10
月
22
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
フ

ラ
ン
ス
の
方
々
に
は
、
非
常
に
喜
ん

で
い
た
だ
き
、
と
て
も
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
迎
え
し
て
い
た
だ
い
た

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
オ
モ
テ

ナ
シ
」
の
心
づ
く
し
と
、
関
係
し
た

職
員
の
頑
張
り
に
、
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

脊
振
町
の
人
々
は
、
両
市
の
関
係

を
ご
存
知
の
こ
と
と
思
う
の
で
す

が
、
神
埼
町
や
千
代
田
町
の
人
々
に

と
っ
て
は
、
知
ら
な
い
人
が
ま
だ
多

い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、

合
併
当
初
は
全
く
意
識
に
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
り
、
市
長
と
し
て
恥
ず
か

し
い
事
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
詫

び
を
申
し
上
げ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
、
展
開
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

合
併
後
、
職
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
特
性
を
活
か
し
た
市ま

ち

の
活
性
化

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

し
、
こ
れ
か
ら
も
当
然
に
地
域
と
全

体
を
常
に
考
慮
し
な
が
ら
の
活
性
化
に

努
め
て
く
れ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
よ
う
な

市
民
の
認
知
状
況
を
考
え
る
と
き
、

市
内
に
有
す
る
歴
史
文
化
の
財
産
は

市
民
全
体
の
も
の
で
あ
り
、
市
民
の

一
体
性
を
図
り
、
か
つ
、
広
く
市
民

へ
の
周
知
を
図
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
若
干
、

私
の
全
体
把
握
と
指
揮
に
至
ら
な
い

点
が
あ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
お
り

ま
す
。

　

昭
和
11
年
11
月
19
日
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
冒
険
飛
行
家
ア
ン
ド
レ
・

ジ
ャ
ピ
ー
氏
が
脊
振
山
頂
付
近
に

墜
落
、
遭
難
し
、
脊
振
村
久
保
山

地
区
民
の
国
境
を
越
え
た
人
間
愛

に
よ
り
無
事
救
出
が
な
さ
れ
た
日

で
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、
救
出

か
ら
本
年
は
80
周
年
、
し
か
も
、

当
時
の
脊
振
村
と
ボ
ー
ク
ー
ル
町

が
友
好
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
か

ら
20
周
年
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
ボ
ー
ク
ー
ル

市
か
ら
ペ
ラ
ン
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
代
表
団
や
ジ
ャ
ピ
ー
家
親
族

　

ま
た
、
今
回
、
ご
指
摘
を
受
け

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
ご
紹
介
を

し
ま
す
。

　

ジ
ャ
ピ
ー
氏
の
遭
難
場
所
に
記

念
碑
が
建
立
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
こ
の
記
念
碑
の
前
に
同

行
さ
れ
た
方
が
花
束
を
手
向
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
報
道
に
よ
っ
て

知
見
し
た
方
か
ら
、「
市
長
、
こ

こ
で
ジ
ャ
ピ
ー
さ
ん
は
亡
く
な
っ

た
の
で
す
か
」
と
の
質
問
を
受
け
、

私
自
身
が
驚
き
で
あ
り
ま
し
た
。

　
「
い
い
え
、
ジ
ャ
ピ
ー
氏
は
、

こ
こ
に
墜
落
し
ま
し
た
が
、
脊
振

の
人
た
ち
の
懸
命
な
救
出
活
動
に

よ
っ
て
、
無
事
に
一
命
を
取
り
と

め
ら
れ
、
元
気
に
フ
ラ
ン
ス
に
帰

ら
れ
た
の
で
す
」
と
伝
え
、
今
日

の
友
好
交
流
が
で
き
る
機
縁
な
ん

だ
と
お
話
を
し
た
も
の
で
す
。
誤

解
を
招
か
な
い
よ
う
に
、
慎
ん
で

臨
む
よ
う
に
心
が
け
た
い
も
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
神
埼
市
は
一
つ
」

と
の
理
念
の
も
と
、
各
地
域
の
特

性
を
配
慮
し
な
が
ら
も
市
民
の
理

解
と
協
力
を
求
め
、
さ
ら
に
積

極
的
に「
市
民
協
働
の
市ま

ち

づ
く
り
」

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

神
埼
市
長

　松
本

　茂
幸

《
市
長
の
部
屋
》

夜の市長室 どんなことでも構いません。皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

12月６日（火） 18：00 ～ 20：00 脊振支所
１月10日（火） 神埼市役所

※当日は来庁順で受け付けを行い
ます（１組30分程度）。

※お住まいの地区に関係なくお越
しいただけます。

11月分の千代田支所開催分には、５組６人が来庁されました。

▲「ジャピー機遭難の地」の記念碑
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◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

人
事
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
０

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

総
合
窓
口
班　

☎
３
７
‐
０
１
１
６

 

戸
籍
係　

☎
３
７
‐
０
１
２
０

　

千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課　

☎
４
４
‐
３
０
７
１

脊
振
支
所　
　

総
合
窓
口
課　

☎
５
９
‐
２
１
１
１

あ
な
た
の
経
験
を
神
埼
市
の
た
め
に

～
神
埼
市
職
員
採
用
試
験（
民
間
企
業
職
務
経
験
者
）～

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
始
ま
り
ま
す

　

民
間
企
業
で
培
っ
た
知
識
と
経
験
を
「
神

埼
市
」
の
た
め
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

教
養
試
験
は
行
い
ま
せ
ん
。
Ｕ
タ
ー
ン
を
希

望
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
多
く
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数

・
一
般
事
務
Ｃ　
　

数
人

・
社
会
福
祉　
　
　

数
人

・
建
築　
　
　
　
　

１
人

・
土
木　
　
　
　
　

数
人

○
受
験
資
格

①
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
採
用
後
、
市
内
に
居
住
す
る
こ
と
が
で
き

る
方

③
資
格
お
よ
び
経
験
等
を
有
す
る
方

④
民
間
企
業
の
職
務
経
験
が
、
継
続
し
て
１

年
以
上
就
業
し
た
期
間
が
５
年
以
上
あ
る

方
（
社
会
福
祉
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
施

設
等
の
相
談
援
助
の
職
務
経
験
）

※
民
間
企
業
の
職
務
経
験
の
５
年
以
上
は
、

平
成
28
年
10
月
31
日
現
在
の
通
算
年
数

・
一
般
事
務
Ｃ

　

日
商
簿
記
１
級
、
２
級
の
い
ず
れ
か
、
ま

た
は
同
程
度
の
資
格
を
有
す
る
方

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は

お
早
目
に

　

市
で
は
、
平
成
29
年
２
月
１
日
か
ら
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
住
民
票

な
ど
の
証
明
書
が
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◆
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
す
る
に
は

○
利
用
に
必
要
な
も
の

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
を
設
定
し
た
も
の
）

※
通
知
カ
ー
ド
、
住
基
カ
ー
ド
で
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

○
利
用
可
能
な
時
間

　

午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時
（
毎
日
）

※
た
だ
し
、
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
を
除

く
。

○
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

　

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

※
一
部
対
応
し
て
い
な
い
店
舗
も
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
店
舗
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

・
社
会
福
祉

　

社
会
福
祉
士
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
士
の

資
格
を
有
す
る
方

・
建
築

　

１
級
建
築
士
ま
た
は
２
級
建
築
士
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方

・
土
木

　

ａ
ま
た
は
ｂ
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方

ａ
１
級
土
木
施
工
管
理
技
士
、
２
級
土
木
施

工
管
理
技
士
、
測
量
士
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
有
す
る
方

ｂ
公
共
土
木
工
事
（
建
設
部
門
、
農
業
土
木

部
門
、
森
林
土
木
部
門
）
の
計
画
、
設
計

施
工
管
理
等
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

○
申
込
締
切
日　

12
月
20
日
（
火
）

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
持
参
の
場
合
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

※
郵
便
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

○
試
験
案
内
・
申
込
書
配
布
場
所

　

総
務
課　

人
事
係
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

○
１
次
試
験　

書
類
選
考

○
２
次
試
験

・
平
成
29
年
１
月
８
日
（
日
）

　

作
文
・
適
性
検
査

・
平
成
29
年
１
月
17
日
（
火
）
面
接

◆
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る
証
明
書

○
神
埼
市
に
住
所
が
あ
る
人

・
住
民
票
の
写
し
（
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ

た
も
の
は
取
得
で
き
ま
せ
ん
）

・
印
鑑
登
録
証
明
書
（
合
併
前
の
旧
印
鑑
登

録
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
新
市
の
登
録
証

へ
の
切
替
が
必
要
で
す
）

○
神
埼
市
に
本
籍
が
あ
る
人

・
戸
籍
全
部
（
個
人
）
事
項
証
明
書

・
戸
籍
附
票
の
写
し

　

市
外
に
お
住
ま
い
で
神
埼
市
に
本
籍
の
あ

る
方
は
、
事
前
に
利
用
登
録
申
請
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
に
つ
い

て
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

コンビニ交付のご利用には
マイナンバーカードが必要です。

各課からのお知らせ
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　会計課は、会計管理者兼会計課長、会計係長以下５人の職
場です。主に現金等の出し入れと保管、収入支出の整理、決
算書の作成などを行う出納担当と、収入通知や支出命令など
の内容を審査する係があります。市民の皆さんから納められ
る大切なお金を、適切に管理することは大変な作業です。
　会計窓口には、平日の朝９時から
12時、午後１時から３時までの時間
に、指定金融機関制度により佐賀銀
行派出窓口があり、現金出納を担っ
ています。ただし、神埼市の収入と
なる税や料金などに限られます。（年
金や水道料金、介護保険料などは取
り扱いませんのでご注意ください）
　職員は、各課からのたくさんの伝
票やその添付資料について１件１件
法令や神埼市財務規則に基づき、予算上正しく処理されてい
るかを審査しています。今年からは、マイナンバーを源泉徴
収票や支払調書に記載して税務署に報告しなければならない
とされています。
　また、近年口座振替やコンビニ収納を推進しています。市
民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　地方公共団体には監査委員の設置が義務付けられてお
り、本市では行政運営に関して優れた識見を有する識見監
査委員と議会選出監査委員それぞれ１人を選任しています。
　監査や検査は、財務に関する事務が法令や規則などに基
づいて適正に行われているか、また、予算の執行が公正か
つ効率的・効果的に行われているかを市民の視点に立って
実施しています。
　事務局では、その監査委員の事務を補助し、定期監査や
決算審査、例月現金出納検査などを行うために必要な資料
の収集や整理、調査、関係各課との連絡・調整などを行っ
ています。
　仕事柄、皆さんにはなじみのうすい職場ですが、市政を
支える重要な柱の一つと認識し、厳正かつ誠実に業務に取
り組んでいます。常に情報収集を図り、新しい時代の要請
を敏感に察知し、市民の皆さんの期待に応えるよう努めます。

・現金の出納と保管に関すること
・収入や支出に関する事務の審査
・源泉徴収事務に関すること
・決算の調整
・指定金融機関に関すること

・例月現金出納検査
・定期監査
・決算審査と基金運用状況審査
・備品検査（小中学校、庁舎と施設）
・財政援助団体等に対する監査

主な業務

主な業務

 

 

会計課

監査事務局

☎37-0113

☎37-0109

輝ける未来のために･･･
～私たち、こんな仕事をしています！～

【No. ８】

会計課と監査事務局は、
それぞれの立場で予算の
執行に関する審査を行っ
ています。
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　農業委員会は、平成28年４月１日から新たな組織とし
て、農業委員13人、農地利用最適化推進委員20人で構
成された行政委員会です。
　本委員会は、「農地を守り、担い手を育てる」を基本理
念として、農地法等の関係法令に基づいた農地の権利移
動の審議をはじめ、農地の保全・有効利用と農業の担い
手の確保・育成等、地域農業の継続的な維持・発展を図
るための業務を行っています。
　そこで、農業委員等の活動の「見える化」に努め、農
地の見回り（農地パトロール）活動等の現地活動の充実
による遊休農地の発生防止・解消に向けた取り組みを強
化します。
　また、農地の利用権設定等や農地中間管理機構事業と
の連携による農地所有適格法人等の地域農業の担い手へ
の農地の利用集積・集約化を推進します。

　市政は、市民の代表者として選挙で選ばれた市長と市議会
議員が中心となって運営されます。
　市議会議員は、市長から提出された予算や条例案などを審
議して決定し、市政の方向を示したり、市政が適正に運営さ
れているかを確認する役割をもっています。また、市長は市
議会で決定された予算や条例に沿って市政を進めていく役割
をもっています。このようなことから、市議会を意思決定機
関あるいは議決機関と呼び、市長等は執行機関と呼ばれてい
ます。
　市議会と市長等は対等な立場に立ち、お互いにけん制し、
協力し合ってより良い市政の実現を目指しています。
　現在、神埼市議会は定数20人の議員で構成されています。
　市議会には定期的に開かれる定例会と必要がある場合に開
かれる臨時会があり、市長が招集します。
　市議会が十分に活動できるよう、事務的な処理を行うため
に、議会事務局が置かれています。
　議会事務局では、定例会や臨時会、委員会の開催事務、会
議録の作成や資料収集等を行い、市議会が円滑に運営・活動
できるよう取り組んでいます。また、議会中継や市議会ホー
ムページにより、議会に関する情報の発信を行っています。

◆法令に基づく業務
・農地の権利移動、農地転用適正指導
・非農地証明事務
・無届転用の適正指導
◆農地の集積・集約等に関する業務
・農地売買等事業（あっせん売買）
・農地の利用権設定申請の承認
・農地中間管理機構の事業活用推進
◆遊休農地対策業務
・農地の利用状況調査（農地パトロール）
・遊休農地関係者への農地の利用意向調査の実施

と遊休農地の解消
◆農業者年金推進業務
・加入促進、相談活動
・受給者等の資格異動、確認事務
◆担い手の育成、確保業務
・新規参入の促進など

・定例会、臨時会に関すること
・常任委員会と特別委員会に関すること
・議事および諸会議録に関すること
・議長会議に関すること
・議員共済に関すること

主な業務

主な業務

 

 

農業委員会事務局

議会事務局

☎37-0108

☎44-2082
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◎
受
付
・
問
い
合
わ
せ　
【
医
療
保
険
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
）
に
つ
い
て
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
課　

国
保
医
療
係
・
後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

【
介
護
保
険
に
つ
い
て
】　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

給
付
課　

☎
４
０
‐
１
１
３
４

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、神
埼
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
方
へ

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
お
知
ら
せ

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の

で
、
世
帯
内
の
各
医
療
保
険
の
加
入
者
の
方

が
、
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護

保
険
の
自
己
負
担
を
合
計
し
、
基
準
額
を
超

え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金
額
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。
支
給
に
は
２
年
の
時
効
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
者
へ
の
申
請

と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
に
介
護
保
険
の
「
自

己
負
担
額
証
明
書
」
が
必
要
で
す
の
で
、
ま

ず
「
自
己
負
担
額
証
明
書
」
の
交
付
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
発
行
ま
で
に
約
１
ヶ
月

か
か
り
ま
す
。

○
自
己
負
担
額
証
明
書
の
申
請
先

・
佐
賀
中
部
広
域
連
合

・
高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係

　

平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、
世
帯
内
の
医

療
保
険
の
加
入
者
の
方
が
、
平
成
27
年
８
月

か
ら
平
成
28
年
７
月
末
ま
で
に
支
払
っ
た
医

療
・
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
が
【
別
表
】

の
基
準
額
を
超
え
る
場
合
に
、
そ
の
超
え
た

額
を
支
給
し
ま
す
。

・
高
額
療
養
費
や
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支

給
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
差
引

い
た
自
己
負
担
額
で
計
算
し
ま
す
。

・
同
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
が
異
な
る
場
合
は
、別
々
に
計
算
し
ま
す
。

・
70
歳
未
満
の
人
は
、
１
ヶ
月
に
同
一
医
療
機

関
ご
と
、
入
院
、
通
院
ご
と
、
診
療
科
ご
と

　

支
給
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
12
月
中
に

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
お
知
ら
せ
が
届

い
た
場
合
、市
民
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
８
月
か
ら
平
成
28
年
７
月
末
ま

で
の
間
に
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
申

請
の
対
象
と
な
る
旨
の
お
知
ら
せ
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
市
町
を
越
え
る
転
居
を
さ
れ
た
方
（
県
外

か
ら
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
）

・
他
の
医
療
保
険
制
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
ら
れ
た
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
を
喪
失
さ
れ
た

方　
・
医
療
費
ま
た
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己

負
担
額
の
い
ず
れ
か
が
０
円
の
場
合
、
支

給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
算
定
さ
れ
た
支
給
額
が
５
０
０
円
以
下
の

場
合
、
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
高
額
医
療
・
高
額
介
護

　

合
算
療
養
費
制
度
と
は
？

◆
他
の
医
療
保
険（
協
会
け
ん
ぽ
・
健
保
組

　

合
・
共
済
等
）加
入
者
の
支
給
申
請
は
？

◆
支
給
要
件
・
支
給
額
は
？

◆
支
給
額
を
計
算
す
る
際
は
？

◆
申
請
手
続
き
は
？

に
２
１
，０
０
０
円
以
上
と
な
っ
た
自
己
負

担
額
の
み
合
算
対
象
と
し
ま
す
。

・
食
費
、
居
住
費
、
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
合

算
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【別表】 ◆支給額を計算する際の基準額（自己負担限度額）
※平成27年８月～平成28年７月末までの分を合算します。

◆70歳以上◆

所得区分
75歳以上 70～74歳

後期高齢者医療
＋介護保険　

国民健康保険
＋介護保険

現役並み所得者 67万円 67万円

一    般 56万円 56万円

世帯全員が
市民税非課税

区分Ⅱ 31万円 31万円

区分Ⅰ 19万円 19万円

◆70歳未満◆

所得区分
70歳未満

区分 国民健康保険
＋介護保険

所得901万円超 ア 212万円

所得600万円超
901万円以下 イ 141万円

所得210万円超
600万円以下 ウ 67万円

所得210万円以下
（住民税非課税世帯除く）

エ 60万円

住民税非課税世帯 オ 34万円

支給例（【別表】の所得区分Ⅱの方の場合）

各課からのお知らせ
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◎
問
い
合
わ
せ　

佐
賀
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

◎
問
い
合
わ
せ　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

総
務
課　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
６
４
‐
８
４
７
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

総
合
窓
口
班　

☎
３
７
‐
０
１
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

佐
賀
県
旅
券
セ
ン
タ
ー　

☎
２
５
‐
７
０
０
５

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
忘
れ
ず
に
！

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
書（
案
）の
意
見
を
募
集

～
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
～

パ
ス
ポ
ー
ト
の
手
続
き
は
市
民
課
で
！

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

　

困
難
な
と
き
は
・
・
・

　

所
得
が
少
な
く
本
人
、配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
な
ど
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
ご
本
人
か
ら
申
請
書
を
提
出

い
た
だ
き
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険

料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
納

付
が
困
難
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の

ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず
市
民
課
後
期

高
齢
年
金
係
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
失
業
さ
れ
た
方
は
、
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
や
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
等
を
添
付
す

れ
ば
、
前
年
の
所
得
か
ら
失
業
さ

れ
た
方
の
所
得
を
除
外
し
て
審
査

が
行
わ
れ
る
特
例
も
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に

あ
た
り
、
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
は
平
成
27
年
７

月
に
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価

書
（
全
項
目
評
価
書
）
を
公
表
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
29
年
７

月
１
日
か
ら
の
地
方
公
共
団
体
で

の
情
報
連
携
に
向
け
、
見
直
し
を

行
っ
た
評
価
書
（
案
）
の
内
容
に

つ
い
て
、
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

神
埼
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
方
は
、
市
民
課
で
旅
券
（
パ
ス

ポ
ー
ト
）
の
申
請
・
受
け
取
り
が

で
き
ま
す
。

　

県
庁
旅
券
セ
ン
タ
ー
で
の
申

請
、
受
け
取
り
は
原
則
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
通
勤
や
通
学
な
ど
に

よ
り
県
庁
で
の
手
続
き
が
便
利
な

方
は
、
県
庁
旅
券
セ
ン
タ
ー
で
の

申
請
、
受
け
取
り
が
可
能
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
事
前
に

　

な
お
、
保
険
料
免
除
な
ど
の
承

認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
後
に
年
金

を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
含

ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
時

に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
資
格
期
間
に
も

含
ま
れ
ま
す
。

　

申
請
時
点
か
ら
２
年
１
ヶ
月
前

ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
免
除
等
を
申
請
で
き
ま

す
。

※
保
険
料
免
除
･
･
･

　

３
／
４
免
除
、
１
／
２
免
除
、

１
／
４
免
除
等
の
保
険
料
の
一
部

免
除
は
、
保
険
料
の
一
部
を
納
付

す
る
こ
と
に
よ
り
残
り
の
保
険
料

の
納
付
が
免
除
と
な
る
制
度
で
、

納
付
し
な
か
っ
た
場
合
は
未
納
と

同
じ
扱
い
と
な
り
ま
す
。

○
募
集
期
間

　

平
成
28
年
12
月
22
日
（
木
）
～

　

平
成
29
年
１
月
20
日
（
金
）

○
公
表
す
る
資
料
の
閲
覧
場
所

・
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
事
務

局
の
窓
口

・
市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係

○
と
き

　

平
成
29
年
１
月
８
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

　
（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
～
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
対
象
者

　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方※
現
在
、
神
埼
市
外
に
お
住
ま
い

の
方
で
も
、
中
学
校
卒
業
時
に

市
内
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
方
に

は
、
転
出
先
の
住
所
に
案
内
状

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
中
学
卒

業
後
、
２
回
以
上
転
出
さ
れ
て

い
る
方
は
案
内
状
が
届
か
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
案
内
状
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
成
人
式
実
行
委
員
募
集

　

平
成
29
年
成
人
式
の
実
行
委

員
と
し
て
、
企
画
・
運
営
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
新
成
人
の

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
６
，２
６
０
円
で
す
。

納
め
た
保
険
料
は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
全
額
控
除
の
対
象
と

な
り
、
税
金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
至
急
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た

は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
に

つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　平
成
29
年

成
人
式
の
お
知
ら
せ

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
受
け

取
り
ま
で
に
は
、
１
週
間
程
度
必

要
で
す
の

で
早
め
の

申
請
を
お

願
い
し
ま

す
。
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☆月額利用料（すべて費用込）
 　要介護３の方
   　35,000～87,000円
　　　　　（オムツ・洗濯含む）司法書士　すえなが総合事務所

℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

困ったこと、悩んでいること、ご相談を
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
（毎週火曜日は午後８時まで営業）

　
　

各課からのお知らせ

　
　今
年
度
の
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
は“
12
月
”が
最
後
で
す

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

今
年
度
の
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診

は
、12
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
は
、
千
代
田
会
場
の

12
月
の
全
日
程
や
神
埼
会
場
の
13

日
（
火
）
か
ら
15
日
（
木
）
の
日

程
で
は
予
約
に
空
き
が
あ
り
ま

す
。
ご
予
約
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
実
施
す
る
検
診
、
対

象
者
、
検
査
内
容
、

自
己
負
担
額
は
、
市

報
か
ん
ざ
き
11
月
号

Ｐ
13
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
促
進
と
特

産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
市
の

魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
の
拡
充
（
１
８
３
品
）

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
「
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
に
掲
載
し
、
こ
れ
ま
で

の
郵
便
払
込
み
の
他
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

済
、
コ
ン
ビ
ニ
決
済
を
導
入
。
寄
附
者
の

利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
全
国
か
ら
神
埼

市
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん
を

募
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
市
外
に
在
住
の
ご

親
戚
や
お
友
達
に
広
く
神
埼
市
の
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
お
声
掛
け
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お

願
い
し
ま

す
。

　

こ
れ
か

ら
も
皆
さ

ん
に
愛
さ

れ
る
神
埼

市
を
目
指

し
ま
す
の

で
、
ご
支

援
を
お
願

い
申
し
ま

す
。

有
料
広
告

有
料
広
告

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
で
は
日
程
が
合

わ
な
い
方
へ

「
毎
日
健
診
」の
お
知
ら
せ

○
実
施
し
て
い
る
健
診
（
検
診
）

　

若
年
健
診
、
特
定
健
診
、
後
期

高
齢
者
健
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
、
肺
が
ん
・
結
核
検
診
、
胃
が

ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
前
立

腺
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、
子

宮
頸
が
ん
検
診

○
実
施
期
限　

　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
や
年
末
年

始
を
除
く

○
受
診
方
法

　

完
全
予
約
制
の
た
め
、
日
に
ち

と
健
診
項
目
の
予
約
が
必
要
で

す
。

○
予
約
先
・
健
診
会
場

・
佐
賀
県
医
師
会
成
人
病
予
防
セ

ン
タ
ー　

☎
３
１
‐
８
８
３
５

※
予
約
受
付
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
を

お
願
い
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
室　

　

政
策
推
進
係　

☎
３
７
‐
０
１
２
１

★12月21日（水）は、ママ’ｓ・レディースＤＡＹ
　スタッフを可能な限り女性に限定。検診（健診）項目を増やし
て実施します。乳がん検診（予約制）、子宮頸がん検診に加え、特
定健診・若年健診・後期高齢者健診、肝炎ウイルス検査、大腸が
ん検診の実施があります。

◆検診会場および日程、受付時間
会　場 日　程 受付時間

千代田町保健センター 12月19日（月）・20日（火）・
21日（水）★

8:30 ～ 10:30
＊子宮頸がん検診は、
　9:45 ～開始神埼町保健センター

12月６日（火）・ ７日（水）・ 
８日（木）・９日（金）・10
日（土）・13日（火）・14日

（水）・15日（木）

（夜間）
神埼町保健センター 12月９日（金） 17:00 ～ 19:00
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　12
月
４
日
～
10
日
は「
人
権
週
間
」で
す

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

　
　平
成
29
年

神
埼
市
年
詞
交
歓
会

◎
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

秘
書
広
報
係

　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

　

神
埼
市
で
は
新
年
を
祝
う
た

め
、
団
体
や
個
人
が
一
堂
に
会
す

る
年
詞
交
歓
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

　

平
成
29
年
１
月
４
日
（
水
）

　

午
前
11
時
30
分
～

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
参
加
費　

　

１
，０
０
０
円
（
一
人
あ
た
り
）

○
申
込
締
切
日

　

12
月
20
日
（
火
）

▲平成28年年詞交歓会の様子

有
料
広
告

有
料
広
告

「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀
」

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合
う
心
～

　

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た

12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定

め
、
そ
の
日
を
最
終
日
と
す
る
１

週
間
（
12
月
４
日
～
10
日
）
を
「
人

権
週
間
」
と
し
て
世
界
人
権
宣
言

の
意
義
を
訴
え
、
人
権
尊
重
思
想

の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
の
開
催
決
定
を
受
け
、
人
権

状
況
に
対
す
る
国
際
的
な
関
心
が

高
ま
る
中
、
今
一
度
、
世
界
人
権

宣
言
の
意
義
や
人
権
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
全
て
の
人
々
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
豊
か
で
安
心
で
き

る
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

生
命
の
尊
さ
・
大
切
さ
や
自
己

が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る

と
同
時
に
他
人
も
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
あ
る
こ
と
、
他
人
と
の

共
生
・
共
感
の
大
切
さ
を
実
感
し
、

「
思
い
や
り
の
心
」
と
「
か
け
が

え
の
な
い
命
」
の
大
切
さ
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６

　

人
権
週
間
に
あ
わ
せ
、
12
月
10

日
（
土
）
に
「
ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
６
」を
開
催
し
ま
す
。

宇
梶
剛
士
さ
ん
（
タ
レ
ン
ト
・
俳

優
）
の
講
演
会
や
大
嶋
潤
子
さ
ん

（
盲
目
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
）
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ぜ
ひ
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

12
月
10
日
（
土
）

　

正
午
～
午
後
３
時

　
（
会
場　

午
前
11
時
30
分
）

○
と
こ
ろ　

・
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル

・
千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容

　

宇
梶
剛
士
さ
ん
に
よ
る
人
権
講

演
会
、
大
嶋
潤
子
さ
ん
に
よ
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
人
権
啓
発
パ
ネ

ル
資
料
展
示
、
ふ
れ
あ
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど

※
詳
し
く
は
県
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

元
気
か
ん
ざ
き
市
民
交
流
祭
で

人
権
啓
発
活
動

　

11
月
12
日
に
、
神
埼
市
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
た
「
元
気
か
ん

ざ
き
市
民
交
流
祭
」
で
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
啓
発
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
内
に
人
権
啓
発
活
動
の

ブ
ー
ス
を
設
け
、
来
場
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
り
、
啓
発
グ
ッ

ズ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
・

人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
も
会
場

に
登
場
し
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

く
ね
ん
ワ
ン
や
く
ね
ん
ニ
ャ
ン

に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
人
気
者
で
し

た
。
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各課からのお知らせ

　
　
平
成
29
年
度　

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の

申
告
は
お
忘
れ
な
く

　

法
人
や
個
人
で
事
業
を
行
っ
て

い
る
方
が
、「
そ
の
事
業
の
た
め

に
用
い
る
」
構
築
物
、
機
械
、
器

具
、
備
品
等
を
「
償
却
資
産
」
と

い
い
、
土
地
や
家
屋
と
同
様
に
固

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、「
事
業
の
た
め
に
用
い

る
」
も
の
に
は
、
自
己
の
営
む
事

業
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
だ
け

で
な
く
、
事
業
と
し
て
他
人
に
貸

し
付
け
る
場
合
も
含
み
ま
す
。

※
課
税
標
準
額
の
合
計
が
１
５
０

万
円
未
満
の
場
合
は
、
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、
申
告

は
必
要
で
す
）

　

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
さ
れ

て
い
る
方
は
、
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

資
産
の
種
類
、
数
量
、
取
得
時
期
、

取
得
価
格
、
耐
用
年
数
な
ど
を
申

告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

○
申
告
期
限

　

平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）

※
申
告
書
は
、
税
務
課
ま
た
は
各

支
所
総
合
窓
口
課
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
　

　
　

家
屋
の
取
り
壊
し
・
住
宅
用
地
の

利
用
変
更
は
届
出
を
！

地
域
公
共
交
通
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
！

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

資
産
税
係

�

☎
３
７
‐
０
１
１
４

◎
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
に
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の

所
有
者
や
事
業
所
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
平
成
28
年
中
に
家
屋
の
取
り

壊
し
や
住
宅
用
地
の
利
用
状
況
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
家
屋
の
取
り
壊
し（

一
部
を
含
む
）

　

家
屋
（
居
宅
、倉
庫
、物
置
、事

務
所
な
ど
）
を
取
り
壊
し
た
場
合

※
建
物
の
滅
失
登
記
を
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
届
出
不
要
。

◆
住
宅
用
地
の
利
用
状
況
の
変
更

　

家
屋
を
取
り
壊
し
て
空
き
地
や

駐
車
場
な
ど
へ
利
用
を
変
更
し
た

場
合

※
利
用
状
況
に
変
更
が
な
い
場
合

は
、
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
届
出
期
限　

　

平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）

○
提
出
書
類

・
家
屋
取
り
壊
し
届
出
書

・
住
宅
用
地
の
申
告
書

※
届
出
書
等
は
税
務
課
お
よ
び

各
支
所
総
合
窓
口
課
に
設
置
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

　

バ
ス
や
電
車
な
ど
の
地
域
公
共

交
通
は
、
通
勤
・
通
学
者
は
も
ち

ろ
ん
、
自
家
用
車
を
運
転
で
き
な

い
方
、
自
家
用
車
を
持
っ
て
い
な

い
方
な
ど
の
日
常
生
活
の
移
動
手

段
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
利

便
性
の
確
保
と
身
近
な
移
動
手
段

の
維
持
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
を
利
用
し
て

移
動
す
る
と
、
環
境
負
荷
の
軽
減

や
歩
く
こ
と
に
よ
る
健
康
増
進
に

も
役
立
つ
こ
と
か
ら
今
後
、
公
共

交
通
へ
の
期
待
と
役
割
は
高
ま
っ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
地
域
の
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
主
な
地
域
公
共
交
通
機
関

・
神
埼
市
巡
回
バ
ス

　
（
月
～
土
曜
日
運
行
）

・
西
鉄
バ
ス
（
鳥
栖
・
神
埼
線
）

・
西
鉄
バ
ス
（
江
見
線
）

・
昭
和
バ
ス

　
（
佐
賀
～
神
埼
～
三
瀬
）

・
Ｊ
Ｒ
（
長
崎
本
線
）

◎
提
出
・
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

資
産
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

◆
償
却
資
産
か
ら
除
か
れ
る
も
の

・
自
動
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特

殊
自
動
車
な
ど
自
動
車
税
、
軽
自

動
車
税
の
課
税
対
象
に
な
る
も
の

（
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、
乗
用
コ
ン

バ
イ
ン
、乗
用
田
植
機
な
ど
含
む
）

・
貸
与
年
数
１
年
未
満
の
償
却
資
産

ま
た
は
個
人
の
場
合
は
10
万
円
未

満
の
償
却
資
産
、
法
人
の
場
合
は

10
万
円
未
満
の
償
却
資
産
を
損
金

算
入
し
た
も
の

・
20
万
円
未
満
の
償
却
資
産
で
、
３

年
間
の
一
括
償
却
を
選
択
し
た
も

の
・
無
形
固
定
資
産
（
営
業
権
、
鉱
業

権
、
漁
業
権
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な

ど
）

・
生
物
（
牛
、
馬
、
鶏
、
果
物
な
ど
）

【
注
意
】

　

次
の
資
産
も
償
却
資
産
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

・
遊
休
資
産
（
稼
働
を
休
止
し
て

い
る
が
、
い
つ
で
も
稼
働
で
き

る
状
態
に
あ
る
資
産
）
ま
た
は

未
稼
働
資
産
（
既
に
完
成
し
て

い
る
が
、
ま
だ
稼
働
し
て
い
な

い
資
産
）
に
つ
い
て
は
償
却
資

産
の
対
象

・
家
屋
に
施
し
た
取
り
外
し
が
容

易
な
設
備（
簡
易
間
仕
切
り
等
）

や
特
定
の
生
産
ま
た
は
事
業
の

用
に
供
す
る
建
築
設
備
・
造
作

な
ど

・
取
得
価
格
が
20
万
円
以
下
の
資

産
で
も
減
価
償
却
を
し
て
い
る

も
の

・
租
税
特
別
措
置
法
の
規
定
を
適

用
し
、
即
時
償
却
等
を
し
て
い

る
も
の

（
例
）
中
小
企
業
者
の
30
万
円
未

満
の
減
価
償
却
資
産
の
損
金
算
入

の
特
例
を
適
用
し
た
資
産
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◎
問
い
合
わ
せ　

歴
史
文
化
推
進
室　

歴
史
文
化
振
興
係　

☎
３
７
‐
０
１
５
３

地
域
の
歴
史
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う

政
治
家
の
寄
付
は
禁
止
、

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止
で
す

◆
神
埼
ま
ち
あ
る
き

　

今
回
は
、
神
埼
町
城
原
地
区
の

歴
史
遺
産
を
探
訪
し
ま
す
。

○
コ
ー
ス　

城
原
地
区

※
今
回
は
、
周
辺
の
城
下
町
一
帯

の
散
策
を
行
い
ま
す
。

※
勢
福
寺
城
跡
（
城
山
）
の
登
山

は
行
い
ま
せ
ん
。

○
日
時　

12
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

　
（
集
合
：
午
前
９
時
）

○
集
合
場
所　

城
原
地
区
公
民
館

※
雨
天
時
は
予
備
日（
12
月
25
日
）

に
変
更

※
申
込
不
要
、
参
加
費
無
料

◆
仁
比
山
水
車
の
写
真
を

ご
提
供
く
だ
さ
い

　

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
30
年
代
頃

ま
で
稼
働
し
て
い
た
仁
比
山
水
車

の
様
子
が
わ
か
る
写
真
や
資
料
を

探
し
て
い
ま
す
。

　

水
車
で
製
粉
や
製
材
を
行
っ
て

い
る
様
子
や
そ
の
当
時
の
小
渕
・

仁
比
山
地
区
の
様
子
が
わ
か
る
写

真
や
資
料
を
お
持
ち
で
、
ご
提
供

い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
歴
史
文
化
推
進
室
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
内
の
他
地
区
の
水
車

の
写
真
を
お
持
ち
の
方
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

写
真
に
つ
い
て
は
、
市
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
も
の

や
お
祝
い
を
す
る
機
会
の
多
い

シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
政
治
家
が
選

挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や
物
を
贈

る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が

政
治
家
に
寄
付
や
贈
り
も
の
を
求

め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
①
か
ら
④
ま
で
と
⑥
の
項

目
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
と
、
公

民
権
停
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選

挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

①
政
治
家
の
寄
付
の
禁
止

②
政
治
家
に
対
す
る
寄
付
の

勧
誘
・
要
求
の
禁
止

③
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄

付
の
禁
止

④
後
援
団
体
の
寄
付
の
禁
止

⑤
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状

の
禁
止

⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

有
料
広
告
の
禁
止

◆
政
治
家
と
は
…

　

国
会
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の

長
、
議
会
の
議
員
で
、
そ
の
候

補
者
等
も
含
み
ま
す
。

神
埼
市
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
決
定
！

　

神
埼
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

で
は
、
市
内
小
・
中
学
校
の
皆
さ
ん

に
政
治
へ
の
参
加
、
投
票
の
大
切
さ

を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
毎
年
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

優
秀
作
品
は
、
神
埼
市
中
央
公
民

館
で
掲
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

○
掲
示
期
間

　

平
成
28
年
12
月
28
日
（
水
）
～

平
成
29
年
１
月
20
日
（
金
）

○
掲
示
場
所　

　

神
埼
市
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

◆
神
埼
市
優
秀
賞
（
敬
称
略
）

【
小
学
校
の
部
】

糸
山
陽
香
（
神
埼
小
５
年
）
／
八

谷
佳
凜
（
同
５
年
）
／
八
谷
千
聖

（
同
６
年
）／
森
永
愛
理（
同
６
年
）

／
竹
本
さ
く
ら
（
同
６
年
）
／
古

川
莉
子
（
西
郷
小
５
年
）
／
手
塚

藍
子
（
仁
比
山
小
６
年
）
／
靏
明

日
香
（
同
６
年
）
／
篠
原
陽
菜
（
千

代
田
西
部
小
３
年
）
／
江
頭
ひ
か

り
（
同
５
年
）

【
中
学
校
の
部
】

★
福
田
愛
莉
（
神
埼
中
１
年
）
／

岸
川
郁
也
（
同
２
年
）
／
石
井
大

雄
（
同
３
年
）
／
田
中
敦
也
（
同

３
年
）
／
岩
下
理
奈
（
同
３
年
）

／
嘉
村
圭
織
（
同
３
年
）
／
内
川

乃
綾
（
千
代
田
中
１
年
）
／
中
野

優
衣
（
同
２
年
）
／
碇
麻
鈴
（
同

２
年
）
／
宮
地
華
奈
（
同
２
年
）

／
★
川
副
未
琴
（
同
２
年
）
／
山

﨑
美
月
（
同
２
年
）
／
★
古
賀
真

純
（
同
２
年
）
／
長
谷
胡
桃
（
同

３
年
）
／
花
島
遥
（
同
３
年
）　

（
★
印
は
県
入
選
）

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）　

☎
３
７
‐
０
１
０
０

政治家の寄付は
レッドカード
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各課からのお知らせ

　
　

　
　 ご

み
出
し
は

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

井
戸
水
の
水
質
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
推
進
室

　

生
活
環
境
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
推
進
室

　

生
活
環
境
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
集
で
き
る
ご

み
は
、
家
庭
ご
み
に
限
ら
れ
ま
す
。
工
業

用
オ
イ
ル
や
農
薬
ビ
ン
な
ど
収
集
で
き
な

い
ご
み
が
混
ざ
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
ご

み
袋
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
神
埼
市
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の

分
別
表
に
沿
っ
て
、
適
正
な
ご
み
出
し
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

県
が
「
地
下
水
質
測
定
計
画
」
に
基
づ

き
実
施
し
た
井
戸
水
の
水
質
調
査
で
、ふ
っ

素
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
っ
素
は
、
主
に
自
然
の
地
質
に
由
来

し
、
花
こ
う
岩
地
帯
の
井
戸
水
や
湧
き
水

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
検
出
さ
れ
た

ふ
っ
素
濃
度
レ
ベ
ル
で
は
、
飲
用
し
て
も

直
ち
に
人
体
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
も
井
戸
水
の
集
団
水
質
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
検
査
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
平
成
29
年
度　

神
埼
市
公
立
保
育
園

臨
時
保
育
士
・
調
理
員
・
看
護
師　

募
集

　

平
成
29
年
度
の
市
内
公
立
保
育
園
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
雇
用
登
録
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日
～平

成
30
年
３
月
31
日

○
勤
務
先　

　

ち
よ
だ
・
西
郷
・
仁
比
山
保
育
園

○
保
険

・
常
勤
の
保
育
士
・
調
理
員
・
看
護
師
�

　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
は
条
件
適
用
者
あ

り
、
労
災
保
険

・
非
常
勤
の
保
育
士
・
調
理
員
�

　

労
災
保
険
の
み

○
申
込
方
法

　

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
販
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
履
歴
書
（
顔
写
真

貼
付
け
）

・
資
格
を
必
要
と
す
る
業
務
は
、
証
明
す
る

書
類
等
の
写
し

・
官
製
は
が
き
（
返
信
先
記
入
）

○
受
付
期
間

　

12
月
５
日
（
月
）
～
12
月
28
日
（
水
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
（
土
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

○
選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

※
面
接
日
は
、
福
祉
課
か
ら
は
が
き
で
連
絡

し
ま
す
。

○
そ
の
他

・
採
用
人
数
な
ど
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
賃
金
は
、
翌
月
10
日
払
い
で
す
。

・
通
勤
手
当
等
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
勤
務
形
態
は
業
務
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

業務名　※資格等 募集
人数 　　　　　　　　基本的な勤務形態 賃金

① 常勤臨時保育士
※保育士資格

35人
程度

月～土曜日７：00 ～ 19：00内での７時間30分勤務
(指定日・月22日程度勤務)　休日　（日・祝日)　　

日額
7,215円

② 非常勤臨時保育士
※保育士資格

20人
程度

月～土曜日７：00 ～ 19：00内での７時間30分勤務
(指定日・週３日程度勤務)　休日　（日・祝日)　　　

日額
7,215円

③
常勤臨時調理員
※調理師または
　栄養士資格

５人
程度

月～土曜日８：30 ～ 16：45内での７時間30分勤務
（指定日・月22日程度勤務）　休日(日・祝日)

日額
6,495円

④ 非常勤臨時調理員
※資格なし

４人
程度

月～土曜日８：30 ～ 16：45内での７時間30分勤務
（指定日・週３日程度勤務）　休日（日・祝日）

日額
6,300円

⑤ 常勤臨時看護師
※看護師資格

３人
程度

月～土曜日７：00 ～ 19：00内での７時間30分勤務 
（指定日・月22日程度勤務）　休日　（日・祝日)

日額
7,215円
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給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

～
仁
比
山
小
学
校
１
年
生
の
施
設
見
学
と
バ
イ
キ
ン
グ
～

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
給
食
共
同
調
理
場　

☎
５
１
‐
４
０
０
８

　

神
埼
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
は
、
市

内
の
小
・
中
学
校
10
校
に
一
日
約
３
，０
０

０
食
の
給
食
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
配
送
校
の
一
つ
で
あ
る
仁
比
山

小
学
校
の
１
年
生
35
人
が
施
設
見
学
を
行
い

ま
し
た
。

　

調
理
場
は
２
階
に
見
学
者
用
の
通
路
を
設

け
て
お
り
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
調
理
室
を
見
下

ろ
し
て
見
学
し
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
は
小

さ
い
１
年
生
。
ガ
ラ
ス
ま
で
背
が
届
か
な
い

児
童
も
多
く
、
急
き
ょ
、
椅
子
を
用
意
し
、

そ
の
上
に
乗
っ
て
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
献
立
は
「
牛
乳
、
ビ
ビ
ン
バ
、

ナ
ム
ル
、
鶏
肉
と
枝
豆
の
ス
ー
プ
」
で
し
た

が
、
見
学
時
間
に
合
わ
せ
て
ス
ー
プ
の
調
理

を
行
い
、
大
き
な
釜
に
材
料
が
投
入
さ
れ
る

と
子
ど
も
達
か
ら
大
き
な
歓
声
が
起
こ
っ
て

い
ま
し
た
。
調
理
員
も
子
ど
も
達
の
ま
な
ざ

し
を
受
け
、
い
つ
も
以
上
に
張
り
切
っ
て
調

理
を
し
ま
し
た
。

　

見
学
の
後
は
、
栄

養
教
諭
の
先
生
か
ら

調
理
場
の
こ
と
や
給

食
が
で
き
る
ま
で
に

つ
い
て
お
話
が
あ

り
、
調
理
員
が
使
う

ざ
る
や
ス
パ
テ
ラ

（
鍋
を
か
き
ま
ぜ
る

大
き
な
ヘ
ラ
）
な
ど
も
実
際
に
触
っ
て
そ
の
大

き
さ
に
び
っ
く
り
し
た
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
か
ら
随
時
、
小
学
６
年
生
を
対

象
に
各
校
で
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
仁
比
山
小
学
校
の
バ

イ
キ
ン
グ
給
食
の
日
で
し
た
。

　

通
常
の
献
立
と
は
別
に
バ
イ
キ
ン
グ
用
の
調

理
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
盛
り
付
け
の
様
子

を
見
学
し
「
６
年
生
い
い
な
ぁ
」
と
い
う
か
わ

い
い
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
最
後
に
で
き
あ

が
っ
た
バ
イ
キ
ン
グ
の
料
理
を
調
理
室
か
ら
調

理
員
が
見
学
通
路
に
向
け
て
並
べ
る
と
子
ど
も

達
か
ら
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
に
つ
い
て
も
少

し
ご
紹
介
し
ま
す
。バ
イ
キ
ン
グ
給
食
は
、様
々

な
食
材
の
中
か
ら
「
主
食
、
主
菜
、
副
菜
、
汁

物
、
デ
ザ
ー
ト
」
を
自
分
で
選
択
し
、
献
立
の

組
み
立
て
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的

に
行
っ
て
い
る
行
事
給
食
で
す
。

　

開
催
日
は
学
校
と
相
談
し
て
行
い
ま
す

が
、
今
年
は
10
月
に
千
代
田
中
部
小
、
西
郷

小
、
神
埼
小
、
仁
比
山
小
、
11
月
に
千
代
田

西
部
小
、
12
月
に
は
千
代
田
東
部
小
、
３
月

に
脊
振
小
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

献
立
は
「
お
に
ぎ
り
２
種
類
、
イ
カ
リ
ン

グ
、
か
ら
あ
げ
、
さ
ん
ま
の
柚
子
味
噌
煮
、

ハ
ン
バ
ー
グ
、
フ
ラ
イ
ポ
テ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
カ
ッ
ト
コ
ー
ン
、
野
菜
の
和

え
物
（
ま
た
は
サ
ラ
ダ
）、
ス
ー
プ
、
果
物

３
種
類
（
柿
、
り
ん
ご
、
オ
レ
ン
ジ
ま
た

は
キ
ウ
ィ
や
ぶ
ど
う
）、
デ
ザ
ー
ト
３
種
類

（
チ
ョ
コ
プ
リ
ン
、
レ
モ
ン
ゼ
リ
ー
、
ミ
ニ

た
い
や
き
）」
と
人
気
の
あ
る
献
立
が
並
ぶ

た
め
、
子
ど
も
達
も
大
変
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

学
校
に
よ
っ
て
は
お
世
話
に
な
っ
た
先
生

を
招
き
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
や
お
花
で
飾
り

付
け
を
し
て
会
食
風
に
行
う
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
ど
の
学
校
で
も
子
ど
も
た
ち
の
嬉
し

そ
う
な
様
子
が
印
象
的
な
行
事
で
す
。

　

こ
う
し
た
施
設
見
学
や
行
事
給
食
を
通
じ

て
子
ど
も
達
が
給
食
、
ひ
い
て
は
食
に
関
心

を
も
ち
健
や
か
に
成
長
を
し
て
く
れ
る
こ
と

は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
喜
び
で
す
。
子
ど

も
達
の
成
長
を
支
え

て
い
る
責
任
を
日
々

実
感
し
、
今
後
も
調

理
員
一
同
、
安
心
で

安
全
な
給
食
を
提
供

で
き
る
よ
う
努
め
ま

す
。

な
食
材
の
中
か
ら
「
主
食
、
主
菜
、
副
菜
、
汁

物
、
デ
ザ
ー
ト
」
を
自
分
で
選
択
し
、
献
立
の

組
み
立
て
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的

　
　韓
国
霊
岩
郡
か
ら
神
埼
市
を
訪
問

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

　

商
工
観
光
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

　

11
月
４
日
、
韓
国
霊
岩
郡
か
ら
田

ち
ょ
ん

東ど
ん

平
ぴ
ょ
ん

郡
守
を
は
じ
め
と
す
る
訪
問
団
30
人
が
神

埼
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

霊
岩
郡
と
神
埼
市
と
の
交
流
は
、
王
仁

博
士
を
き
っ
か
け
と
し
て
平
成
４
年
に
始

ま
り
ま
し
た
。
王
仁
博
士
は
漢
字
や
儒
教

を
日
本
に
伝
え
た
と
言
わ
れ
、
神
埼
町
の

竹
原
地
区
に
あ
る
鰐
（
王
仁
）
神
社
に
は

王
仁
博
士
を
祀
っ
た
と
さ
れ
る
王
仁
天
満

宮
の
石
祠
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

霊
岩
郡
訪
問
団
は
、ま
ず
鰐（
王
仁
）神

社
を
訪
れ
、
竹
原
地
区
住
民
の
温
か
い
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
が
整
備

を
進
め
て
い
る
王
仁
博
士
顕
彰
公
園
に
つ

い
て
動
画
等
で
説
明
を
受
け
、
交
流
拠
点

と
な
る
施
設
に
つ
い
て
関
心
を
持
た
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歓

迎
昼
食
会
は

和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で

懇
談
が
行
わ

れ
、
今
後
も

両
市
郡
の
交

流
と
親
睦
を

深
め
て
い
く

こ
と
を
約
束

し
ま
し
た
。
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～ 12月の「野菜の日」～
◆８日（木）9：00 ～
　「くず湯」のおふるまい（先着50人）
◆18日（日）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着50人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
◎新規会員（出品者）を募集しています。
　詳しくはお問い合わせください。
○毎月第１土曜日開催の「櫛田の市」に出店

販売しています。
◎年末年始の営業日　年末12月30日（金）午前中まで営業
　　　　　　　　　　（※28日（水）は休まず営業します）
　　　　　　　　　　年始１月10日（火）午前９時から初売り
　　　　　　　　　　※「おしるこ」のおふるまい（先着50人）をします。

吉野ヶ里遊・学・館は、あたたかい
「うどんセット」をご提供していま

す。皆さまのご来店を
お待ちしています。

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 17：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 17：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

高取山公園「わんぱく館」

「ミニ門松作り体験イベント」

　ミニ門松作り体験イベントを下記の
とおり行います。
○とき
　12月25日（日）10：00 ～ 12：00
○料金　縦型　　　1,500円
　　　　横型　　　2,000円
　　　　横型（大）2,500円　　　　
※作業のしやすい服装、軍手をご用意

ください。
◎申込受付 高取山公園　☎51-9020
　詳しくは「高取山公園わんぱく館」

までお問い合わせください。
◎受付時間　９：00 ～ 16：00
　12月５日(月）より予約開始
◎年末年始の営業日
　年末　12月28日（水）まで営業
　年始　１月４日（水）午前９時から初売り

水車の里遊学館ギャラリー
とき・ところ 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催
12月14日（水）

13：30 ～ 15：00
楽しい絵手紙　体験してみませんか？
初めての方、どうぞお気軽においでください♪

・200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

１月12日（木）
10：00 ～ 16：00

ビーズやフリーメタリコを使ってアク
セサリーを作りませんか？

（10日前までに予約が必要）

・3,500円以内
（材料・資材代）
・裁縫道具、お弁
  当、ボールペン

ビーズ・ベアーズポー
木村　純子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆12月の休館日　毎週火曜日

【
神
埼
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
よ
り
】

借
金
問
題
は
解
決
で
き
ま
す
！

　

借
金
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
サ
ラ

金
な
ど
か
ら
借
金
を
し
、
返
済
に
困
り
、

別
の
サ
ラ
金
か
ら
ま
た
借
金
。
繰
り
返

す
と
、
自
分
で
は
解
決
が
難
し
く
な
り

ま
す
。

事
例
１　

失
業
し
、
生
活
費
の
た
め

に
サ
ラ
金
か
ら
借
金
し
た
が
、
返
済
で

き
な
い
。

事
例
２　

住
宅
ロ
ー
ン
を
組
み
、
家

を
建
て
た
が
、
生
活
が
苦
し
く
サ
ラ
金

か
ら
借
金
。
支
払
い
が
厳
し
い
。
家
は

残
し
た
い
。

相
談
の
流
れ

①
相
談
員
が
借
り
入
れ
、

収
入
状
況
、
現
在
困
っ

て
い
る
こ
と
等
を
聞
き
取
り
ま
す
。

（
請
求
書
等
書
類
必
要
）

②
弁
護
士
相
談
を
案
内
。
弁
護
士
か
ら

状
況
に
あ
っ
た
借
金
整
理
の
方
法
が

提
示
さ
れ
ま
す
。

弁
護
士
に
依
頼
す
る
メ
リ
ッ
ト

①
サ
ラ
金
等
借
入
先
か
ら
の
請
求
が
止

ま
り
、
精
神
的
に
落
ち
着
い
て
生
活

が
で
き
ま
す
。

②
借
金
の
支
払
額
の
減
額
、
家
を
残
し

て
他
の
借
金
を
減
額
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

弁
護
士
費
用

　

経
済
的
に
余
裕
が
な
い
場
合
は
、
法

テ
ラ
ス
の
弁
護
士
費
用
の
立
て
替
え
が

利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守
し
ま
す
。

　
（
相
談
日
は
Ｐ
28
参
照
）
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と　き 内　　　容 ところ

12月19日（月）
10：00 ～ 11：30

臨床心理士 池田先生と『悩みはんぶんこ』
子どものことなどでお悩みの方、どんな小さい事でもかまいません。
お話しませんか。（※秘密は守られます）

神埼市中央公民館
１階和室

12月22日（木）
10：30 ～ 14：00

ほっとサロン（ご都合のよい時間にどうぞ）
どなたでもお気軽にお越しください。時間のある方はおにぎりを持っ
てきて一緒に食べませんか。

※どなたでも参加は自由です。皆さんの参加をお待ちしています。
　詳細は「おむすび」（脊振公民館、神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。
◎問い合わせ　神埼市教育委員会　おむすびチーム　☎44-2154

地域と家庭と学校の子育て応援団

おむすびチームからのお知らせ

日 曜日 催　　物 開演 入場料 主　　催

12月4日 日 ピアノ発表会 13:30 無料 伊東ピアノ教室
☎090-4356-1491

12月10日 土 ふれあい人権フェスタ2016 12:00 無料 佐賀県　人権・同和対策課
☎25-7063

12月16日 金 かるがもランド 10:30 無料 神埼市　健康増進課
☎51-1234

12月17日 土
pia-con&PIARA
ピアノグレード・コンクール

13:30 無料
pia-con &PIARAピアノコンクール事務局
☎31-2273

12月18日 日 9:30 市民無料 
会員（1,000円）

※催物の内容等については、主催者へお問い合わせください。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

と  き ところ テーマ 講　師

12月８日（木） 神埼市中央公民館 生死を考える
円光寺住職
　五十嵐 雄道さん

※マイクロバスは、脊振支所を午前９時、千代田支所を午前９時30分に出発です。
〈受付〉９：30 ～　〈講義〉10：00 ～ 11：30

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

いきいき大学はいつでも入学できます。
脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田支所社会教育課で、教材費を添えてお申し込みください。講座日の会場
受付でも手続きできます。　【教材費：年間 1,000円】
◎問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎53-2325（神埼市中央公民館）

プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告
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お歳暮に“神埼菱焼酎”“ひしぼうろ”はいかがですか！
　市の特産品である菱の実（和菱）
を使った「神埼菱焼酎」「ひしぼう
ろ」をお歳暮やお土産としていか
がでしょうか。
　神埼菱焼酎は、アルコール度数
43度の原酒で、くせのないすっき
りとした味わいで、料理を選ばず、
美味しくお飲みいただけます。
　また、ひしぼうろは、県の銘菓「まるぼうろ」をヒ
ントに西九州大学、神埼市菓子組合、神埼市の産学官
連携で開発された商品です。
　両商品とも、贈答品にもぴったりなパッケージになっ
ています。ぜひ多くの皆さんに味わっていただき、市
の特産品をＰＲしましょう。

◆神埼菱焼酎　
　2,500円（１本入り）　5,000円（２本入り）
・大和酒造(株)　☎62-3535
◆ひしぼうろ
　1,060円（12個入り）　2,600円（30個入り）
※数量はご相談ください。
・大串製菓店　☎52-2888
・荒木屋　　　☎52-2680

○と　き　12 月 10 日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　神埼市中央公民館　ロビー
○内　容　吹奏楽
○出演者　「佐賀アルス吹奏楽団」
○曲　目　♪クリスマスポップスメドレー♪
　　　　　♪津軽海峡冬景色♪また君に恋してる　ほか

◎問い合わせ　神埼市中央公民館　☎53-2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

▲11月は「コールかんざき 」の皆さんによる
　演奏でした。

♬出演してくださる方を随時募集しています。お気軽にお問
　い合わせください。　♬入場無料

♪一緒に歌えて楽しかったです。
♪素晴らしい歌声を聴くことができて良かった
　です。これからも続けてください。

[ 出演者から一言 ]

　歌謡曲やアニメの他、クリスマスにちなんだ曲を演奏しま

す。楽しい演奏会にしたいと思いますので、お気軽にお越し

ください。

県民カレッジ対象

◎問い合わせ
　政策推進室
　　　政策推進係
　☎37-0121

少年野球教室が開催されます
　佐賀県出身プロ野球県人会（迎祐一郎会長＝広島
東洋カープコーチ、49人）の指導で、12月18日（日）
に「第32回佐賀県出身プロ野球県人会少年野球教
室」が開催されます。当日の観覧は自由です。

○とき　12月18日（日）　８：30 ～ 13：00
○ところ　神埼中央公園グラウンド
※小雨決行、荒天の場合は神埼中央公園体育館
○交流戦
　県人会対「第17回ドリーム旗」中学選抜チーム

○内容
　打撃、ポジション別の守備指導、審判員の基本動
作などの講習
◎問い合わせ
　佐賀県出身プロ野球県人会事務局
　（佐賀新聞社事業部内）　☎28-2151

▲

古
雅
味
提
供
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公民館講座「冬の寄せ植え教室」

公民館講座「男・倶楽部Ⅱ」開催報告

○とき　　12月15日（木）　９：30 ～ 11：30
○ところ　神埼市中央公民館　第２研修室
○講師　
　第一園芸センター代表取締役　田中　雄一郎氏
○募集人員　市内在住20人程度
※申込者多数の場合は抽選。抽選漏れの場合のみ
　ご連絡します。

○参加費　2,000円程度
○持参するもの　持ち帰り袋
○申込方法
　電話、ＦＡＸで氏名、住所、電話番号をご連絡
ください。
○申込締切日　12月９日（金）
◎申込・問い合わせ　神埼市中央公民館
　☎53-2325　ＦＡＸ53-4940

◆超初心者の方に最適！継続は力なり！ゆっくり・しっかり・楽しく♪
　月額 12,000円（税別・週1回×4）、テキスト&オリジナル問題使用
　回覧、表・イラスト写真入り文書、会計報告等が作れるようになります

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）
入会金無料0952－52－8110

パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室

随　時
入会可

１レッスン２時間 開始時刻：9：30、13：00 15：10

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

有
料
広
告

有
料
広
告

　冬花壇や正月飾りに欠かせない葉ボタンを使い「冬の寄せ植え教室」を開催します。
　今回はフレームを使った寄せ植えをしますので、ぜひご参加ください。

陶芸（講師：江原　邦興さん）

いけばな（講師：森　妙美さん）

年賀状（講師：志岐　典子さん）

ハーモニカ（講師：原　克江さん）

歴史散策（講師：佐藤　健一さん）

　粘土をこねて形成し、花器やカップなどを造りま
した。自分で作った世界にひとつだけの作品の出来
上がりに大満足でした。

　陶芸で作成した花器を使い（または持ち込み）、「い
けばな」に挑戦しました。バランスを取るのがなか

なか難しかった
のですが、先生
が驚かれるくら
い皆さん上手で
した。

　筆は苦手という人も、綿棒を使った遊び感覚の大胆な年賀状の作成に
挑戦しました。酉の絵や文字を綿棒で書いた後は、賀正など筆ペンで書
き入れ完成！出来上がりに、自然と笑みがこぼれました。最後は、完成
した作品を並べ、お互いの作品を鑑賞しあいました。

　まずは、吹く音と吸
う音を教えてもらい、
ドレミドレミと「チュー
リップ」を演奏しまし
た。隣の音と混じって
しまうこともありまし
たが、なんとか全員で
合わせることができました。その後、だんだん難しい曲に
挑戦しました。

　地元の知っているようで知らない史跡をマイクロバスで
巡りました。仁比山
神社、鰐神社、一里塚、
櫛田宮の４ヶ所に行
きましたが、初めて
説明を聞きながら散
策できたので良かっ
たと大変好評でした。

公民館だより
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　つまみ食い講座は５人集まれば開講（成立）します。神埼市の人材バンクボランティア講師による受
講料無料（材料費のみ実費）の体験講座です。あなたの世界を広げてみませんか？
○申込締切日　講座②③は12月12日（月）午前10時まで　講座④⑤は20日（火）まで
◎申込・問い合わせ　神埼市中央公民館 ☎53-2325　ＦＡＸ53-4940
※平日は脊振公民館、千代田支所社会教育課窓口でも受け付けます。

　申込者多数の場合は、抽選により受講者を決定します。成立した講座の申込者には、改めてはがきで準備物等を
お知らせします。抽選漏れの場合と、残念ながら講座が成立しなかった場合は、電話でご連絡します。

講　座　名
（講　師）

内　　容
（実　費）

対象
人数

開催予定
日時・場所

①
ふれあい　
　将棋大会

（増田 利弘さん）

将棋の好きな人集まれ。大人も子どもも将棋
で楽しく交流できる一日。どの時間帯に来て
も誰かと対戦できます。さあ、腕だめし。

（実費：無料）

※当日参加
　できます

12月10日（土）
13：00 ～ 16：30
神埼市中央公民館　
和室

②
お屠蘇づくり

（中冨記念　　　　
　　くすり博物館）

新年を手作りのお屠蘇で祝いませんか？ニッ
ケイや桂皮、キキョウの根など８種類の材料
を薬研ですりつぶして粉にします。本物のお
屠蘇で新年の寿ぎを。　　

（実費：500円）

成人男女
35人程度

12月16日（金）
10：00 ～ 11：30
神埼市中央公民館
和室１・２

③

親子クッキング
おやつ編

おかしかDrage’e
（樋口 邦子さん）

バレンタイン用のチョコのお菓子と蒸しパン
を作ります。小麦粉・卵・乳を使わないアレ
ルギー対応おやつ。できたてふわふわ冷めて
もモチモチ。
準備：エプロン　　　（１家族：1,000円程度）

小学生と
その保護者
10組程度

12月18日（日）
９：30 ～ 11：30
神埼市中央公民館
調理室

④

国産大豆で　
　ざるどうふ

（脊振食生活
改善協議会）

地元の大豆でおいしいざるどうふを作ろう。
自宅でも作れるようにきちんとコツを教わり
ましょう。ざるに入れて持ち帰ります。
準備：エプロン、タオル　　（実費：500円程度）

成人男女
20人程度

１月13日（金）
９：30 ～ 11：30
脊振公民館
調理室

⑤
レジンで　　

　　アクセサリー
（手塚うた子さん）

レジン液とＵＶライトでお気に入りの小物を
閉じ込めて透明感のあるぷっくり素敵なアク
セサリーを作りましょう。お気に入りの一品
がきっとできますよ。

（実費：800円程度）

高校生以上
10人程度

１月14日（土）
14：00 ～ 16：00
神埼市中央公民館
第２研修室

キリトリ線

☆申込書
講　座　名 名　　前 住　　　所 電　　話

①　③講座は→→ （　　　　　）学校（　　）年

☆提案します　私は、こんな講座ができます。（講座名　　　　　               　　）

佐賀県民カレッジ
対象講座

佐賀県民カレッジ

つまみ食い講座つまみ食い講座

第26弾！
12月～
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　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
　家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみま
せんか。これが「家読（うちどく）」です。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先
神埼市立図書館

（神埼市中央公民館２階）

9：00 ～ 18：00

火曜日・祝日
※12/29 ～ 1/3は休館日です。

神埼市立図書館
☎53-2304

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階）

祝日・土・日曜日
※12/29 ～ 1/3は休館日です。

社会教育課
☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階）

祝日・日曜日
※12/29 ～ 1/3は休館日です。

脊振分館
☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

「おばあちゃんとバスにのって」
マット・デ・ラ・ペーニャ作

すずき出版「米国人博士、大阪で主婦になる。」
トレイシー・スレイター／著

亜紀書房
　ジェイはおばあちゃんと
バスに乗って、日曜日にで
かけます。そこはスープ・
キッチン。アメリカではボ
ランティア食堂をそう呼び
ます。多数の賞を受賞した
絵本です。

　ボストン生まれ、博士号を持つ
キャリアの女性が日本人男性と恋に
落ち…国際結婚、義父の介護、不妊
治療。葛藤と喜びの日々が綴られて
います。

12月のおすすめの本 

祝！すぎの子文庫開設20周年

★冬のおはなし会★
○とき　　12月18日（日）
　　　　　午前10時30分～
○ところ　神埼市中央公民館
　　　　　1階　和室
　楽しいタワーコースターの工作やお
楽しみプレゼントもあります♪

志波屋地区 家読スタート！
　上志波屋公民館が地区のみなさんの集う場所
になることを願っています。　11月6日に「すぎの子文庫20周年を祝う会」がありました。

私設図書館として出発し、多くのボランティアの支えで20周
年の節目を迎えました。敷地内の森、小鳥のさえずりが祝福
するかのような雰囲気の中、すぎの子文庫牟田館長ご夫婦、
スタッフや関係者が集い和やかに行われました。

よしの子会
優良読書グループ表彰を受賞！

1972年発足より地道に活動を続けられて
いる「よしの子会」。読書推進運動協議会か
ら第48回全国優良読書グループとして表彰
されました。現在会員を募集中です。
◎申込・問い合わせ
　代表 古賀　☎44-2849

「絵本の楽しみ　紙芝居の喜び」
“絵本と紙芝居の編集者のこぼれ話”

紙芝居の実演＆トーク

◆日時　12月18日（日）
        　 13時30分～ 15時30分
◆場所　神埼市中央公民館　1階　第1研修室
◆講師　酒井 京子　氏
　（株）童心社取締役会長。「紙芝居文化の会」代表。
　「おしいれのぼうけん」「14ひきのシリーズ」等ロングセラー
絵本の編集を担当。
◇主催　佐賀県親と子の読書協議会　佐賀県まなび課
◇共催　神埼市読みかたりボランティアグループ
　　　　おはなし会「ゆめどん」

参加無料！
申込不要！

▲記念冊子
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神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児）
＊12月のママサロン＊と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

12月

1日（木）

全年齢児

おはなしな～に

千代田町保健センター

8日（木） おおきくなったかな
15日（木） クリスマス飾りを作ろう
22日（木） クリスマス会

１月
5日（木） 全年齢児 お正月遊び

12日（木） 0、1歳児 スキンシップ遊び

と　き ところ
6日（火）

千代田町保健センター
13日（火）
20日（火） 神埼町保健センター
27日（火） 千代田町保健センター
　↑生後２ヶ月から参加できます。

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで相談を受け付けています。どなたでも気軽にご相談、
お問い合わせください。
◎申込・問い合わせ　神埼市子育て支援センター（千代田町保健センター内）　☎44-4908

※いずれも10：00～11：30で開催。

※ひだまりの会の詳しい内容は市のホームページでご覧になれます。

◆ママサロンは子どもが自由に遊べる広場
です。生後２ヶ月から誰でも参加できます。

１日（木）…ママの読み聞かせサー
クル「ひなたぼっこ」のペープサー
トや図書館のスタッフによる大型絵
本、大型紙芝居、その他パネルシア
ター、歌あそびなど盛りだくさんの
楽しいおはなし会です。後半はお気
に入りの絵本を1冊持ってきて、ママ
同士、お友達同士で大好きな絵本の
紹介をしましょう。

野菜を積極的に食べましょう
　毎日の食事に野菜は食べていますか。
　人間の味覚は生まれる前から発達し始め、出生後
も発達し続けます。塩味・甘味・旨味は体に不可欠
な味で、甘味は人間が本能的に好むため、すぐに覚え、
好きと感じます。母乳やミルク、離乳食で甘味、塩味、
旨味を覚えはじめ、繰り返し食事の積み重ねで苦味、
酸味を覚えていくそうです。
　野菜には苦みを感じるものが多いため、毎日の食
事の積み重ねで経験をしていかなければ、なかなか
おいしいと感じられないのかもしれませんね。

　野菜は、低エネルギーで、食物繊維、ビタミン、
ミネラルを多く含むので、がんや心疾患、脳血管疾
患など、病気の予防には必須です。
　また、ごはんや肉・魚などいろいろな食品と野菜
を組み合わせて食べることで、必要な栄養素を摂る
ことができます。野菜を食べることを意識すると、
生活習慣を見直すことにもつながります。
　１日３回の食事に「主食、主菜、副菜」をそろえ
るように心がけ、野菜を積極的に食べましょう。
　これから年末年始にかけて、食生活は乱れがちで
す。肉や魚ばかりではなく、
野菜料理も食べてください
ね。

◎問い合わせ
　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

♪健康コラム♪

22日（木）…み
んなでクリスマス会

をしましょう。歌ったり　　
踊ったりわいわい楽しく　　

していたら、サンタクロース 　
がやってくるかも…？

８日（木）…身長体重の
測定をします。記録カー
ドをお持ちの
方は持参して
ください。

15日（木）…
素敵なクリス
マス飾りを作
りましょう。

ご
参
加
く
だ
さ
い

第
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回
神
埼
市
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。
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参
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無
料
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○
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こども健康カレンダー（12月１日～１月15日）
と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

12月

2日（金） すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30 千代田町保健センター 0歳～就学前
5日（月） あかちゃん広場（歯科相談あり） 13：15～13：30 神埼町保健センター 1歳未満

13日（火）
リトルわんぱくKID'S （親子あそび等）   9：30～10：00 脊振公民館 0歳～就学前
ことばの相談（要予約） 13：30～16：30 神埼町保健センター 1歳～就学前

14日（水）
1歳6か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター
平成27年4月～ 5月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満
16日（金） 3歳児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30

神埼町保健センター
平成25年3月～ 4月生

19日（月） 乳幼児相談   9：30～11：00 0歳～就学前
21日（水） 3～4か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成28年8月～ 9月生
26日（月） 乳幼児相談   9：30～11：00 千代田町保健センター 0歳～就学前

1月
10日（火） ことばの相談（要予約） 13：30～16：30

神埼町保健センター
1歳～就学前

11日（水） あかちゃん広場 13：15～13：30 1歳未満

☆フッ化物塗布のご予約は、問い合わせ先までお願いし
ます。

　(1歳6か月児健診および3歳児健診の対象者は予約不
要です）

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

12月４日

（日）

みつます耳鼻咽喉科
吉野ヶ里町吉田2906-1
☎53-8820（耳・アレ）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216-1
☎52-3145（外・整外・胃）

12月11日

（日）

みねこ皮ふ科クリニック
吉野ヶ里町吉田2154-3
☎51-1655（皮・アレ）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52-2022（外・内・胃・整外）

12月18日

（日）

最所医院
吉野ヶ里町吉田826-3
☎52-2452（内・胃・呼）

福嶋内科医院
千代田町境原2496-3
☎44-2141（内・小）

12月23日

（金・祝）

小森医院
吉野ヶ里町豆田1254-2
☎52-1136（小・内）

しらいし内科
神埼町城原1256-1
☎52-3848（内・循）

12月25日

（日）

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町吉田2925-1
☎51-1110（内・胃）

南医院
千代田町直鳥808-1
☎44-2777（外・胃・整外）

12月29日

（木）

和田記念病院
神埼町尾崎3780
☎52-5521（内・胃・小）

12月30日

（金）

西谷クリニック
吉野ヶ里町大曲1507-1
☎52-3139（内）

古賀内科
千代田町境原282-2
☎44-2311（内・小・胃）

12月31日

（土）

松本医院
吉野ヶ里町三津751-9
☎52-4185（内・小）

和田医院
千代田町嘉納1319-18
☎44-2046（内・小）

１月１日

（日・祝）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52-2022（外・内・胃・整外）

１月２日

（月）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216-1
☎52-3145（外・整外・胃）

１月３日

（火）

中尾胃腸科医院
神埼町田道ヶ里2284-1
☎52-3295（外・整外・胃・内）

中下医院
千代田町餘江128
☎44-2488（内）　

１月８日

（日）

おおつぼ内科医院
神埼町本堀3199-1
☎52-3130（内）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396
☎53-1818（内・胃・呼）

１月９日

（月・祝）

栗並医院
神埼町枝ヶ里76-1
☎52-2977（内）

久和会　和田医院
神埼町神埼293
☎52-2021（内・小・胃）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医
【環境業務】

年末年始のお知らせ
・ごみ収集の休業期間と脊振クリーンセンターへの

直接持ち込みの休止期間

　12月31日（土）～１月３日（火）

・し尿収集の休業期間

　12月30日（金）～１月３日（火）

・動物の取り扱い休業期間

　12月28日（水）～１月３日（火）

※年末は、大変混み合いますので、予約はお早めに

お願いします。

○予約期限

・三神清掃社　　（☎52-3706）　12月９日（金）

・環整工業　　　（☎52-2718）　12月16日（金）

・蓮池衛研工業　（☎44-4111）　12月16日（金）

◎問い合わせ　生活環境推進室　生活環境係

　　　　　　　☎37-0112
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面
接
な
ど

申
・
問

政
策
推
進
室　

政
策
推
進
係

　

☎
３
７
‐
０
１
２
１

　

通
常
は
在
宅
勤
務
。
た
だ
し
、
毎

月
１
回
程
度
、
研
修
や
事
務
連
絡
の

た
め
佐
賀
中
部
広
域
連
合
に
出
勤
。

（
社
会
保
険
な
し
）

　

な
お
、
採
用
さ
れ
た
場
合
は
採
用

日
か
ら
９
日
間
（
平
日
の
み
）
連
合

事
務
所
内
で
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

○
報
酬

　
　

　

認
定
調
査
１
件
に
つ
き
５
千
円

※
そ
の
他
手
当
な
し　

○
応
募
方
法

　
　

　

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）、
職
務

経
歴
書
、
資
格
等
を
証
明
す
る
書
類

（
写
）
を
郵
送
ま
た
は
持
参
。

○
選
考
方
法　

面
接
・
文
書
作
成

※
面
接
日
時
等
は
後
日
連
絡

○
応
募
締
切
日　

　

12
月
14
日
（
水
）
必
着

申

・
問

佐
賀
中
部
広
域
連
合

　

認
定
審
査
課
☎
４
０
‐
１
１
３
２

　

〒
８
４
０
‐
０
８
２
６

　

佐
賀
市
白
山
二
丁
目
１
番
12
号

○
講
義
内
容　

　

時
事
問
題
な
ど
現
代
社
会
の
動

き
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
、
手
軽
に
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
60
講
義（
年
間
）

○
応
募
資
格　

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上

○
会
場　

佐
賀
校
「
ア
バ
ン
セ
」

○
申
込
締
切
日　

　

平
成
29
年
３
月
10
日
（
金
）

○
受
講
期
間

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
２
年
間

　
（
週
１
回
、
年
間
30
日
開
講
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問

ゆ
め
さ
が
大
学
事
務
局
（
公

財
）
佐
賀
県
長
寿
社
会
振
興
財
団

　

☎
３
１
‐
４
１
６
５

○
施
設
名

　

　

高
取
山
公
園
・
脊
振
山
村
広
場

○
募
集
要
項
配
布
期
間

　

12
月
８
日
（
木
）
～
14
日
（
水
）

○
募
集
要
項
配
布
場
所

　

建
設
課　

都
市
計
画
係

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
請
受
付
期
間

　

平
成
29
年
１
月
４
日
（
水
）
～

18
日
（
水
）

※
詳
細
は
、
配
布
し
ま
す
募
集
要
項

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申

・
問　

建
設
課　

都
市
計
画
係

　

☎
３
７
‐
０
１
０
３

○
業
務
内
容

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
業
務
。
対

象
者
へ
訪
問
を
行
い
、
調
査
票
（
電

子
デ
ー
タ
で
提
出
）
を
作
成
。

○
募
集
人
員　

在
宅
職
員　

３
人

○
雇
用
期
間

　

平
成
29
年
１
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
31
日

※
勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
は
、
雇

用
期
間
の
更
新
有
り
。

○
応
募
条
件

　

保
健
師
、看
護
師
、准
看
護
師
、介

護
支
援
専
門
員
、
社
会
福
祉
士
、
介

護
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
と
普

通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者
。
車
で

の
対
象
者
訪
問
が
可
能
で
、
パ
ソ
コ

ン
が
実
務
レ
ベ
ル
で
使
用
で
き
る
方
。

○
勤
務
形
態

○
と
き

　

平
成
28
年
12
月
12
日
（
月
）
か
ら

平
成
29
年
３
月
14
日
（
火
）
の
う
ち

10
日
間
（
50
時
間
）

○
と
こ
ろ　

グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ

○
内
容

　

介
護
保
険
制
度
や
認
知
症
、
障
が

い
の
理
解
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

技
術
な
ど

○
定
員　

20
人

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
締
切
日　

12
月
８
日
（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

申

・
問

（
公
財
）
介
護
労
働
安
定

セ
ン
タ
ー　

☎
２
８
‐
０
３
２
６

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

同
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
と
お
し
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
・
教
育
・

福
祉
・
経
済
・
情
報
・
文
学
な
ど
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
平
成
29

年
２
月
28
日
（
火
）、
第
２
回
が
３

月
20
日
（
月
・
祝
）
ま
で
で
す
。

申

・
問

放
送
大
学
佐
賀
学
習
セ
ン

タ
ー　

☎
２
２
‐
３
３
０
８

　

12
月
１
日
（
木
）
か
ら
、
宝
く
じ

文
化
公
演
「
吉
本
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
」
の
前
売
り
券
の
発
売
が
始

ま
り
ま
し
た
。

○
と
き

　

　

平
成
29
年
２
月
５
日
（
日
）

　

午
後
１
時
か
ら

○
と
こ
ろ　

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル

○
出
演　

　

オ
ー
ル
阪
神
・
巨
人
、
Ｗ
ヤ
ン
グ
、

月
亭
方
正
、
女
と
男
、
モ
ン
ス
タ
ー

エ
ン
ジ
ン
な
ど

○
前
売
り
入
場
料
（
全
席
自
由
）

・
一
般　

２
，０
０
０
円

・
高
校
生
以
下　

１
，０
０
０
円

○
販
売
場
所

　

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
、
神
埼
市
中
央

公
民
館
、
脊
振
公
民
館

問

社
会
教
育
課　

　

社
会
教
育
係

　

☎
４
４
‐
２
７
３
１
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● 

相　

談 

●

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所　
　

　

　

　

巡

回

相

談

年
末
年
始
の
火
災
予
防

神

埼

歩

こ

う

会

中
小
企
業
向
け　

出
張
金
融
相
談

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
相
談
窓
口

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験場所
陸海空自衛官候補生

（男性）
18歳以上27歳未満の方

（学歴不問） 受付中 ２月４日 目達原駐屯地

高等工科学校（生徒） 17歳未満の方（中卒・見込み含む） １月６日まで １月21日 佐賀県駅北館

賃貸学生 大学（理学・工学）3年次、4年次
または大学院（専門職大学院を除く） 1月10日まで １月28日 お問い合わせください

※自衛隊説明会を開催します。○とき 平成29年１月８日（日）10：00～16：00　○ところ 神埼市中央公民館　
　【説明種目】自衛官採用全種目（自候生・曹候生・航空学生・防大・防医大（医学・看護）・高等工科）など
　　　　　　 お気軽に御来場ください。

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　総務課　秘書広報係　☎37-0088自衛官募集案内自衛官募集案内自衛官募集案内

平和を仕事にする

　

年
末
年
始
は
、
何
か
と
忙
し
い
た

め
、
火
に
対
す
る
注
意
が
お
ろ
そ
か

に
な
り
が
ち
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が

防
火
に
心
が
け
火
災
の
な
い
穏
や
か

な
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

◆
ポ
イ
ン
ト

①
住
宅
防
火
に
つ
い
て

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
場
所
で
使
用
す
る
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
、
付
着
し
た
ホ
コ
リ
を
取
り

除
く
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
化
器
を
設
置
す
る
。

②
放
火
の
防
止

・
建
物
の
ま
わ
り
に
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
夜
間
、
建
物
の
周
囲
や
駐
車
場
は
、

照
明
を
点
灯
し
て
明
る
く
す
る
。

・
空
家
、
物
置
に
は
鍵
を
か
け
る
。

③
住
宅
用
火
災
報
知
器
に
つ
い
て

・
月
に
１
回
程
度
は
、
作
動
点
検
を

す
る
。

・
定
期
的
に
掃
除
す
る
。

・
電
池
切
れ
に
注
意
す
る
。

問

佐
賀
広
域
消
防
局　

予
防
課

　

☎
３
３
‐
６
７
６
５

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？
林
退
共
制
度
に

加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
受
け

取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て

い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も

お
調
べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者

お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ま
に
対

し
、
各
種
手
続
き
の
必
要
が
生
じ
た

場
合
は
、
で
き
る
限
り
の
範
囲
で
速

や
か
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
７

○
と
き　

12
月
３
日
（
土
）

　

午
前
９
時
集
合

※
雨
天
時
は
原
則
中
止
。

○
集
合
場
所　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
行
き
先　

吉
野
ヶ
里
温
泉

○
距
離　

約
８
㎞

○
会
費
（
一
般
）　

２
０
０
円

※
食
事
会
を
行
い
ま
す
。

問

江
頭　

☎
５
２
‐
３
８
６
６

　

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
全
国
一

斉
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日

常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が
ら

せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
相
談
専
用
電
話
】

・
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の

　

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
‐
７
７
１
‐
２
０
８

○
受
付　

月
曜
日
～
金
曜
日

※
祝
日
、
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日

を
除
く
。

○
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

　

融
資
の
申
し
込
み
、
返
済
の
見
直

し
や
経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受

○
と
き　

12
月
８
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ　

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。
※
要
予
約

○
と
き　

12
月
26
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
５
０

【
要
予
約
】

○
と
き

　

平
成
29
年
１
月
19
日
（
木
）

　
（
受
付
：
午
後
１
時
～
２
時
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
診
断

（
整
形
外
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
）
や
補

装
具
の
交
付
・
修
理
・
適
合
な
ど
に

関
す
る
相
談

※
事
前
に
電
話
な
ど
で
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

○
申
込
期
限

　

平
成
29
年
１
月
18
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
。

申
・
問

高
齢
障
が
い
課　

障
が
い
者

福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

で
農
業
を
始
め
た
い
方

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
・
問
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
園
芸
課

　

☎
５
３
‐
３
７
６
７

け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料

○
と
き　

12
月
20
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

　
　
　
　
　
（
☎
５
２
‐
７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会

　

業
務
一
課　

☎
２
４
‐
４
３
４
２
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

行政・人権相談

家庭児童相談・母子父子自立支援相談

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

12月
2日（金）

10：00～12：00

神埼市役所 ３－１会議室
9日（金） 千代田支所 ２－３会議室

１月
6日（金） 神埼市役所 ３－３会議室東側

13日（金） 千代田支所 ２－３会議室
○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

12月
9日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室

13日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
19日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

１月
10日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
13日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
16日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望

　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど

◎問い合わせ　神埼市役所　総務課　　　　☎37-0088

　　　　　　　千代田支所　総合窓口課　　☎44-2111

　　　　　　　脊振支所　　総合窓口課　　☎59-2111

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
父子家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽
にご相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　12月２日（金）15：00 ～ 17：00
○ところ　神埼町保健センター
○受　付　当日の11：00まで　※要予約
○定　員　３人（１人40分程度）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　学校生活や家庭生活の中での心配ごとや悩みごとなど、一
人で悩まないでご相談ください。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

司法書士無料相談

消費生活相談

○と　き　12月15日(木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　３－２会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　12月12日（月）まで
◎問い合わせ
　総務課　秘書広報係　☎37-0088

と　き　 ところ・問い合わせ
毎週火・金曜日

  9：00～12：00
13：00～15：00

神埼市役所  商工観光課  ☎37-0107
毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534
第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。
※相談無料。秘密は厳守します。

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　12月３日（土）、15日（木）
　　　　　13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　12月17日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

身体障がい者相談

心配ごと相談（社会福祉協議会）
　何か困っていること、思い悩んでいることなどありません
か？日常生活や健康、経済面などさまざまな心配ごとに関す
る相談を受け付けています。

と　　き ところ
12月８日（木）

10：00～12：00
脊振町高齢者生活福祉センター

12月15日（木） 神埼町保健センター
千代田町福祉センター

◎問い合わせ　神埼市社会福祉協議会本所　☎59-2227

と　　き ところ

12月13日（火）10：00～12：00 千代田町福祉センター
14：00～16：00 神埼町保健センター

◎問い合わせ　神埼市役所　高齢障がい課　☎37-0111

生活の総合相談窓口
　仕事や生活のことでお困りの方、借金でお悩みの方、病気
や障がい、その他さまざまな生活全般のことでお困りの方、
ひとりで悩まないで気軽にご相談ください。専門知識を有し
た専門支援員が、あなたに寄り添いながら他の専門機関と連
携し、解決に向け、ともに考え、取り組みます。
◎申込・問い合わせ　神埼市生活自立支援センター
　☎97-6730（千代田町福祉センター内）
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〒842-0002　
神埼町田道ヶ里2275-8
TEL/FAX：0952（52）8042
HP：ajyo-soy.com

★中華おせち予約受付中。
　全８品（５～６人前）　12,000円（税込）
　♡12月31日夕方５～７時の間で受け渡し
★忘年会・新年会120分飲み放題プラン　
　4,000円（税込）～
【年始の営業】元旦は店休いたします。２日は
コース料理予約のみ営業。３日より通常営業。

有
料
広
告

有
料
広
告

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

に
は
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担

意
識
の
解
消
を
目
指
し
、
男
性
も
女

性
も
共
に
様
々
な
分
野
に
参
画
し
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
神
埼
市
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
で
「
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
進
め
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
柱
と
し
、
次
の
４
つ
を
掲

げ
、
各
々
具
体
的
事
業
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

①
市
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の

女
性
の
参
画
推
進

・
審
議
会
委
員
の
女
性
登
用
率
の
向

上
・
女
性
職
員
の
登
用
促
進

・
地
域
に
お
け
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
の

養
成

②
男
女
共
同
参
画
推
進
団
体
へ
の
支

援
措
置
の
充
実

・
男
女
共
同
参
画
推
進
市
民
団
体
の

育
成
・
支
援

③
地
域
社
会
の
場
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進

・
地
域
へ
の
女
性
参
画
の
促
進

・
積
極
的
に
参
画
で
き
る
環
境
づ
く

り
④
防
災
・
災
害
時
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進

・
防
災
分
野
に
お
け
る
政
策
・
方
針

決
定
過
程
等
に
女
性
の
参
画
の
拡

大
・
防
災
対
策
、
避
難
所
の
運
営
、
相

談
支
援
な
ど
に
女
性
の
視
点
の
確

保

　

女
性
が
そ
の
生
き
方
に
自
信
と
誇

り
を
持
ち
、
自
ら
の
意
思
で
そ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

に
よ
り
、
職
場
･
家
庭
･
地
域
な
ど

で
活
躍
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

女
性
の
活
躍
が
進
む
こ
と
が
、
男

性
に
と
っ
て
も
仕
事
と
家
庭
生
活
を

両
立
で
き
る
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に

つ
な
が
り
ま
す
。

◆
参
加
者
募
集
中
！

　
　
　

男
性
の
料
理
教
室

　

料
理
は
、
日
々
の
暮
ら
し
を
豊
か

に
し
ま
す
。
健
康
あ
っ
て
の
家
庭
料

理
。
あ
な
た
も
料
理
教
室
へ
！

○
と
き　

　

平
成
29
年
１
月
21
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
募
集
人
数　

25
人

○
参
加
費　

　

３
０
０
円
（
主
に
材
料
費
）

○
募
集
締
切
日

　

平
成
29
年
１
月
10
日
（
火
）

○
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
な
ど

○
講
師　

・
神
埼
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　

大
井
ト
シ
子
さ
ん
他

○
主
催

　

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
神
埼
市

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

・
神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク　

　

芦
原
☎
５
９
‐
２
１
２
３

　

葊
瀧
☎
５
２
‐
２
５
０
８

　

吉
井
☎
４
４
‐
５
４
３
９

・
総
務
課　

秘
書
広
報
係

　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

■
言
葉
の
知
識

　

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

　

男
女
を
問
わ
ず
、
個
人
の
能
力

等
に
よ
っ
て
役
割
の
分
担
を
決
め

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
男
性
、
女
性
と
い
う
性

別
を
理
由
と
し
て
、
役
割
を
固
定

的
に
分
け
る
こ
と
。

　
「
男
は
仕
事
・
女
は
家
庭
」「
男

性
は
主
要
な
業
務
・
女
性
は
補
助

的
業
務
」
な
ど
は
固
定
的
な
考
え

方
に
よ
り
、
男
性
・
女
性
の
役
割

を
決
め
て
い
る
例
で
あ
り
、
こ
う

し
た
考
え
方
を
い
い
ま
す
。
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20ème anniversaire du jumelage Kanzaki-Beaucourt, 80ème anniversaire du sauvetage d’André Japy

祝 神埼市・ボークール市 友好姉妹都市提携20周年
アンドレ・ジャピー氏救出80周年 記念式典開催

　神埼市・ボークール市友好姉妹都市提携から20周年と、旧脊振村住民に
よるフランス・ボークール出身の冒険飛行家アンドレ・ジャピー氏の飛行
機墜落事故救出から80周年を記念して、10月22日に脊振勤労者体育館で
記念式典が開催されました。ボークール市代表団、ジャピー家親族、コー
ドロン・シムーン機関係者等が神埼市を訪れ、記念式典のほか、救出地訪問、
住民交流、学校訪問、市内視察などが行われました。
　両市の友好姉妹都市関係は平成８年、旧脊振村時代に始まったもので、
神埼市発足後、平成26年に続き２度目となる代表団の訪問は、様々な交流
を通して両市の新たな友好関係を築く好機となりました。

◎問い合わせ　企画課　企画係　☎37-0102
▲市役所前の表示板除幕式で握手を
　交わす松本市長とペラン市長

【記念式典】

【学校訪問・文化交流】

　友好姉妹都市提携20周年とジャピー氏救出80周
年を記念した式典を開催。松本市長が「両市は遠く
離れているが、今後も互いに交流の輪を広げ、両市
の絆をこれまで以上に強く、確かなものに発展させ
たい」と歓迎。
　神埼市から日ノ隈窯の陶額の記念品と馬場憲治さ
ん（神埼町尾崎西分）から42年かけて執筆した書
籍「脊振山の赤い翼」が、ボークール市とジャピー
家に贈呈されました。握手を交わした両市長は、今
後の友好関係の継続と発展を約束しました。
　また、歓迎会ではボークール市から神埼市へ「ア
ンドレ・ジャピー氏の出生証明書の写し」や「ボー
クール市旗」などが贈呈されました。

　ペラン市長は、ボークール市を代表して「両市の
友好関係はしばらく休眠状態にあったが、今回神埼
市に来て20年前に結ばれた友好姉妹都市関係を改
めて確認することができた。両市・両国の友好関係
は、若者たち・青少年の交流にかかっており、次の
世代による姉妹都市交流への参加や両市の教育にお
ける交流がとても大切だと考えている」と述べられ
ました。

　代表団は脊振中学校の文化発表会
に参加し、念願の「ジャピー救出劇」
を鑑賞。また、脊振小学校では記念
セレモニーが開催され、全校児童に
よる歌やダンスなどで代表団をもて
なしました。児童らは、万華鏡や扇
子など趣向を凝らした手作りの作品
をペラン市長にボークール市の小学
生に届けてもらうよう託しました。
　神埼市中央公民館での住民交流会
では、千代田町の伝統芸能「高志狂言」
を鑑賞。救出時の状況を語り継ぐ脊振
町出身者を交えた座談会、浴衣の着付
けやコーラスなどが披露されました。
代表団は交流会をとおして、楽しん
で日本文化の体験をされていました。

▲ボークール市から
　贈呈された市旗

▲脊振小学校での給食交流

自ら浴衣の色や柄を選び、▶
着付け体験をされた女性
代表団

▲救出劇に出演した脊振
　中学校の生徒と代表団



【第10回　元気かんざき市民交流祭】

10周年、多彩な催し和やかに
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　神埼市合併10周年記念「第10回元気かんざき市民交流
祭」が11月12日、神埼市中央公民館で開かれました。神
舞太皷を皮切りに、地元の伝統芸能、五穀豊穣もちなげの
ほか、会場には多彩な特産品も並び、来場した市民が交流
を深めました。
　開会式で松本市長が、「市民交流祭は、合併後に住民の
方が一緒に楽しめる催しとして始まりました。今日は絆を
深めてください」とあいさつ。この後、ステージでは、高
志狂言、たぬき踊り、ヤクルト早飲み大会、どこまで伸び
るかんざき麺などのイベントのほか、神埼清明高校新体操
部も紹介され、会場から盛んな拍手が送られていました。
　また、公民館周辺では、鍋料理などの飲食コーナーや佐
賀牛の特別価格販売もあり、にぎわいをみせました。

▲

伝
統
芸
能
「
高
志
狂
言
」

▲

初
披
露
「
ヒ
ッ
シ
ー
君
」

会場全体がノリノリ♪
神埼中学校吹奏楽部の
演奏 

▲

▼神埼中学校３年生に
　よる神舞太皷

ヤ
ク
ル
ト
の
早
飲
み

が
ん
ば
っ
た
よ
！



C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

2016 12月号　まちの話題.pdf   1   16/11/24   18:45

32市報かんざき 2016.12月号



C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

2016 12月号　まちの話題.pdf   1   16/11/24   18:45

33 市報かんざき 2016.12月号



34市報かんざき 2016.12月号

ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ
つれづれなるままに
MY DEAR　神埼

　こんにちは、「MY DEAR 神埼」のおのくみこです！
　いよいよ年の瀬、12月に入りました。2016年は
市民の皆さんにとってどんな年でしたか？
　神埼市は３月20日で市制施行10周年を迎え節目
の年でもありました。そして「MY DEAR 神埼」でも、
昨年に引き続き神埼市の10周年をお祝いする内容を
随所に散りばめながらお送りしてきた2016年でした。
　そんな10周年記念事業のひとつとして開催され
たのが、毎年恒例となった神埼市民のお祭り『元気
かんざき市民交流』です！今年は『合併10周年記
念』 第10回『元気かんざき市民交流祭』として神埼
市中央公民館を中心に様々な催しが行われました。
市が誇る伝承芸能「高志狂言」や調理体験に貯金箱
づくり、勾玉づくりなどの体験コーナー。また、毎
年大好評の神埼そうめん協同組合による『どこまで
伸びるかんざき麺』、そして今年新たに誕生し、会
場を盛り上げたのは『ヤクルト早飲み大会』。恒例
の神埼市文化連盟「日舞の会」と「神埼市婦人会」
による「よかね神埼市民総踊り」が華を添えました。
さらに、物産品や野菜の販売、毎年大行列が出来る、
佐賀県産『和牛』の特別価格販売など販売コーナー。
ほかにも仁比山神社『大御田祭』の映像上映や、『神
埼市とフランス・ボークール市』との友好姉妹都市
に関する展示、『熊本地震』災害支援チャリティー
バザーなど、内容盛りだくさんで、市民の皆さんは
もちろんのこと、市外からお越しの皆さんにも楽し
んでいただきました。
　中でも、元気な演奏でお祭りのオープニングを
飾ってくれた、神埼中学校３年生の「神舞太皷」や、

佐賀県吹奏楽コンクールで
「金賞」を受賞した神埼中学
校吹奏楽部の演奏、そして全
国高校新体操界のトップに
君臨する神埼清明高等学校、
新体操部の皆さんにも登場
していただくなど、これか
らの神埼市を担う10代の皆さんが一緒に参加し盛り
上げてくれ「元気かんざき」にふさわしいお祭りと
なりました。
　私も司会として参加し、市民の皆さんと一緒に楽
しい一日を過ごし、美味しい物も食べて、元気を沢
山いただきました！
　これからも毎週水曜日のラジオの生放送だけでな
く、神埼市のあらゆる場面で市民の皆さんと一緒に

「元気かんざき」を盛り上げ、ＰＲしていきたいと
思っています！
　新しい年2017年もどうぞ、ＦＭ佐賀と「MY 
DEAR 神埼」を宜しくお願いします。
　皆さん、どうぞ良いお年を～ (*^^*)

『MY DEAR 神埼』ナビゲーターおのくみこ

第８回
「～市民の皆さんと一緒に「元気かんざき」

を体感した一日ヽ(=´▽`=)ﾉ～」

　吉野ヶ里歴史公園では、二十四節気の「冬至」に合わせ、
「光」を使った幻想的な景観を演出するイベントを実施します。
○開催期間　12月10日（土）、11日（日）、17日（土）、18日（日）、23日（金・祝）、

24日（土）、25日（日）の７日間
○開催時間　17：00 ～ 20：30　※最終入園20：00
○入園料　期間中の17：00以降は団体料金扱い
　（大人　280円、子ども　40円）※入園口は東口のみ
○駐車場　東口駐車場　17：00以降の普通駐車場無料

【展開イベント】
①駐車場から東口へは現代的なイルミネーション装飾を中心に賑やかな雰囲気。
②南内郭：すべての建物をライトアップやキャンドルを使った演出を行います。
③南のムラ：熱気球の係留（ナイトグロー）会場と花火観覧エリアとして開放。
④スターマイン６００発（花火）の演出を行います。10日（土）、11日（日）、17日（土）、18日（日）、23日（金・

祝）～ 25日（日）の７日間。
⑤湯茶のふるまい：南内郭の煮炊き屋でそば茶等の提供。竪穴住居棟内の火焚きを行う。
⑥臨時売店：飲食物販ブースを展開します。（展示室前広場）
⑦レストラン：期間限定メニューをご提供。その他軽食もご用意。

ライトアップ
イベント 光の響 のお知らせ

◎申込・問い合わせ　
　吉野ヶ里公園管理センター
　☎55-9333

吉野ヶ里歴史公園から
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10
月
に
開
催
さ
れ
た
県
高
校
新
人
剣

道
大
会
兼
第
33
回
九
州
高
校
選
抜
剣
道

大
会
県
予
選
会
で
、
内
村
吏
沙
さ
ん
が

先
鋒
を
務
め
る
三
養
基
高
校
女
子
剣
道

部
が
、
団
体
戦
で
優
勝
し
ま
し
た
。
吏

沙
さ
ん
は
個
人
戦
で
も
、
中
学
時
代
か

ら
一
度
も
勝
て
な
か
っ
た
相
手
を
破
り

１
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
人
姉
妹
の
吏
沙
さ
ん
が
剣
道
を
始

め
た
の
は
小
学
校
３
年
生
の
時
。
２
歳

上
の
姉
が
剣
道
部
に
誘
わ
れ
、
一
緒
に

つ
い
て
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

「
負
け
ず
嫌
い
で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
し
た
」

と
、
母
親
の
真
理
さ
ん
。
剣
道
は
、
６

年
の
時
に
県
の
学
年
別
の
大
会
で
準
優

勝
し
た
こ
ろ
か
ら
真
剣
に
取
り
組
み
出

し
ま
し
た
。

　

剣
道
を
介
し
て
、
た
く
さ
ん
の
友
人

が
で
き
た
吏
沙
さ
ん
で
す
が
、
強
豪
校

の
三
養
基
高
校
に
進
学
し
た
の
も
、
中

学
時
代
か
ら
共
に
練
習
を
重
ね
て
き
た

友
人
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
そ
う
で

す
。
吏
沙
さ
ん
は
、
顧
問
の
八
坂
嘉
博

先
生
を
「
練
習
中
は
怖
い
け
れ
ど
普
段

は
優
し
い
。
指
導
が
的
確
で
分
か
り
や

す
い
で
す
」
と
、
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ

ま
す
。

　

剣
道
部
の
練
習
は
、
平
日
は
午
前
６

時
半
か
ら
の
朝
練
と
、
放
課
後
は
午
後

４
時
か
ら
７
時
ま
で
。
毎
朝
５
時
20
分

に
家
を
出
て
、
帰
り
つ
く
の
は
夜
９
時

を
過
ぎ
ま
す
。
授
業
の
予
習
復
習
も
あ

り
睡
眠
時
間
は
５
時
間
ほ
ど
。
土
、
日

曜
は
他
校
と
の
練
習
試
合
が
入
る
の

で
、
月
に
一
回
休
み
が
あ
れ
ば
い
い
ほ

う
で
す
。忙
し
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、

「
家
族
が
い
た
か
ら
、
こ
れ
ま
で
頑
張

れ
ま
し
た
」
と
、
陰
に
な
り
日
向
に
な

り
支
え
て
く
れ
る
家
族
の
存
在
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

来
年
２
月
に
沖
縄
で
開
催
さ
れ
る
大

会
に
向
け
て
、練
習
を
励
む
吏
沙
さ
ん
。

「
夢
は
全
国
制
覇
」
と
真
っ
す
ぐ
な
瞳

が
輝
い
て
い
ま
す
。

内村 吏沙さん
（脊振町広滝東）

剣
道
で
多
忙
な
日
々
、
夢
は
全
国
制
覇
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